
高専会
５０周年記念総会【ご案内】
（大阪工業高等専門学校高専会）

本号の表紙は、昨年11月に着任された大阪
工大の西村新学長です。初めての工大OBの学

長であり、誠に画期的なことで、校友の期待も大きく膨らんでいます。
前号で校友タイムスに関する調査ハガキを同封し、ご回答をお願いしまし
た。その結果も踏まえて校友タイムス検討委員会で協議を重ね、編集方針
の見直しを行いました。学生・生徒を輩出中の学校別校友会の記事のさら
なる充実、名刺広告ページの整理・削減などの方針のもとに「読みたくなる
校友タイムス」を目標に編集しました。

　摂南高等工業学
校出身の日本画家、
故 岡橋萬帆氏のご
子息である岡橋正義
氏と、同氏と古くから
交流のあった根来譲
二氏（短大A45）から
萬帆氏の絵画寄贈
に関する申し出があ

り、大阪工業大学では絵画３点の受け入れを行いました。平成27
年9月29日には学長室で贈呈式が行われ、井上学長（当時）より岡
橋氏へ感謝状が手渡されました。作品は最大で横幅約1.7メートルの
ものなど大作ばかりで、「灕江朝陽」は学長室、「宋我川懐古」は学長
会議室にそれぞれ設置され、海外からの来客の目にも日本画の美し
さを伝えられるよう配慮さ
れたほか、「斑鳩の塔韻」
（右写真）は学生が間近
で作品を鑑賞できるよう、
図書館の画廊に設置さ
れました。

　常翔学園中学校・高等学校の北館低層部分の屋上に、平成27
年3月13日「内庭グラウンド」が竣工しました。
　約3,000平方メートルのグラウンドには人工芝が敷かれ、バスケット
ボールコート２面、バレーボールコート１面、バレーボール兼テニスコー
ト２面のほか、砂場や走路などを備え陸上競技にも対応しています。ま
たナイター照明7基が設置され、夜間の使用も可能となっています。
放送設備も完備し、体育関係の
利用以外にも全校集会を行うな
ど幅広い用途で使われています。
なお、このグラウンドは淀川の
スーパー堤防上にあり、地震や
洪水にも強い施設です。

待望の内庭グラウンドが竣工

常翔学園中学校・高等学校 大阪工業大学

編  集  後  記

日　時：平成２８年１月３０日（土） 総会18：00～ 懇親会18：30～
会　場：ホテル阪神　☎０６-６３４４-１６６１（ＪＲ大阪環状線「福島駅」すぐ）
会　費：6,000円
申　込：学園校友会事務局 ☎０６-６９５５-６６６２（担当：北川）

著者：坂本 重泰
       （工大E３９）
発行：Springer, UK

著者：中橋 文夫
       （短大Ａ５０）
発行：水曜社

『Beyond World-Class 
Productivity: Industrial 
Engineering Practice 
and Theory』

『わらじで舞踏会
～私がビジネスマンから
大学教授へ転身できた
理由（わけ）～』

『日本の回廊、
　  西洋の回廊
～美と祈りの空間～』

校友の出版物紹介

生産性マネジメントの技術・I n d u s t r i a l  
Engineeringの技術書。世界の企業での経営コンサ
ルタント約５０年の経験、その詳細を集大成した他に
例を見ない日本発信のユニークな実務的な技術書。

宗教伽藍の回廊をとりあげ、造形の美しさ、生
成の歴史を解説。魅力あふれる回廊空間とその
変遷を紐解くとともに、背景にある歴史とロマン
に秘められた壮大なまでの文化回廊にふれる。

自分らしい生き方を求めて、大学教授に転身！！
「わらじを履いた小僧が学の舞踏会で乱舞する
様子」だったという、著者の体験をまとめた“大
学教授を目指す人”に必ず役立つ実践録。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大阪工業大学学園校友会 会報・校友タイムス　平成28年1月1日発行（通巻第437号）印刷　株式会社 廣済堂

ご住所を変更された場合や、本誌送付時の宛名などの変更、また、本誌
の送付を今後希望されない場合には、お手数をおかけしますが、事務局
までご連絡ください。

学園校友会事務局［窓口対応時間：月～金の9:00～17:00］
〒535-0003 大阪市旭区中宮5-16-29 学園・大宮西校地 本部棟2階
TEL：06-6955-6662　FAX：06-6955-1412 E-mail：office@oitaa.com 

「絆」を大切にするため、住所の変更時にはご連絡ください

生徒たちにとって待望の竣工となった

グラウンドは北館低層棟の屋上に位置する

（広報渉外部長　宇井 徹雄）

岡橋萬帆氏の絵画を寄贈いただく

り こう ちょうよう そ  が がわ 

いかるが とういん

著者：峰岸 
       （工大Ａ４３）
発行：鹿島出版会

井上学長（当時）より感謝状を受ける岡橋正義氏

寄贈された作品はこれから多くの人の目に触れる

かい こ

学校法人常翔学園
大阪工業大学学園校友会 会報
平成28年1月1日発行

http://www.oitaa.com
office@oitaa.com

website
E-mail

学園校友会

437Vol.
平成28年 新春

母校と卒業 生 同 士をつなぐ

第
12
代
大
阪
工
業
大
学
学
長
に

就
任
さ
れ
た
校
友
の
西
村
泰
志
教
授

初
の
校
友
学
長 

誕
生

　

　母
校
の
さ
ら
な
る
躍
進
に
期
待

P.19
P.24
P.31
P.33
P.34

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学校別校友会の活動
支部だより「北から南から」
賛助金ご協力者芳名録
叙勲・褒章受章者の紹介
青年部イベント報告

CONTENTS
Specials

P.01
P.03
P.05
P.07
P.09

学園校友会長年頭あいさつ
学園理事長からのメッセージ
平成２７年度 全国支部交歓会ｉｎ兵庫（開催報告）
平成２８年度 全国支部交歓会ｉｎ高知（開催案内）
常翔学園中学校・高等学校校友会　活動ＮＯＷ！

学園校友会会員数 196,697人（延べ数） 大阪工業大学学園校友会　
編集責任者　宇井　徹雄

住所／〒５３５-０００３  大阪市旭区中宮５-１６-２９  学園 大宮西校地 本部棟２階　
ＴＥＬ／０６-６９５５-６６６２　ＦＡＸ／０６-６９５５-１４１２  E-mail office@oitaa.com事務局発　行
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審
議
事
項
で
は
、事
前
に
郵
送
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
き
、平
成
26
年
度
行
事
・
事
業
報
告
、同
会
計
決

算
お
よ
び
監
査
に
つ
い
て
提
案
説
明
と
報
告
が
あ

り
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。　
　
　

　
続
い
て
、内
山
会
長
か
ら
平
成
27
年
度
運
営
方
針

が
、会
計
予
算
に
つ
い
て
は
溝
口
総
務
部
長
か
ら
説

明
と
提
案
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
で
は
、４
月
以
降
の
本
部
主
催
行
事
や

会
議
開
催
結
果
な
ど
の
一
般
経
過
報
告
、７
月
の
全

国
支
部
交
歓
会
へ
の
参
加
申
込
状
況
、支
部
活
性

化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
の
審
査
結
果
、内
規
の

改
正
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、全
て
了
承
さ
れ

た
。（
支
部
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
の
審

査
結
果
に
つ
い
て
は
、15
頁
参
照
）

　
内
規
の
改
正
で
は
、支
部
総
会
案
内
援
助
金
の

支
給
に
つ
い
て
、４
年
に
１
回
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
条

件
に
特
例
を
認
め
る
内
容
に
変
更
さ
れ
た
。ま
た
、

平
成
27
年
度
を
も
っ
て
、工
専
ク
ラ
ブ
が
工
大
校
友

会
に
合
流
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、当
日
配
付
さ
れ
た「
支
部
事

務
局
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
つ
い
て
辻
井
事
務
局
長
か
ら
説

明
の
あ
と
、意
見
交
換
会
を
実
施
。支
部
援
助
金
予

算
の
内
容
や
旅
費
の
支
給
基
準
に
つ
い
て
、ま
た
、広

い
地
域
を
擁
す
る
支
部
の
抱
え
る
問
題
と
し
て
、参

加
者
の
利
便
性
に
も
考
慮
し
、支
部
区
分
を
見
直

し
て
は
ど
う
か
な
ど
、多
数
の
理
事
か
ら
積
極
的
に

質
問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

学
園
校
友
会
長
年
頭
あ
い
さ
つ

本
部
理
事
会
報
告

平
成
27
年
度 

運
営
方
針

平
成
27
年
度
運
営
方
針
な
ど
を
審
議

本
部
理
事
会
報
告

援 助 金
諸 収 入
繰 入 金
合 計

53,000,000
8,640,000
14,000,000
75,640,000

53,000,000
12,993,393
12,000,000
77,993,393

0
4,353,393

△ 2,000,000
2,353,393

本 部 費
組 織 費
事 業 費
広報渉外費
青 年 部 費
交 付 金
寄 付 金
予 備 費
諸 支 出 金
合 計

19,710,000
11,836,000
5,740,000
13,480,000
1,400,000
8,000,000
10,000
500,000

14,964,000
75,640,000

18,517,518
10,350,631
7,406,640
11,820,829
1,172,134
8,000,000

0
399,600

20,326,041
77,993,393

1,192,482
1,485,369

△ 1,666,640
1,659,171
227,866

0
10,000
100,400

△ 5,362,041
△ 2,353,393

【収入の部】

【支出の部】

款 予　算 決　算 比　較

款 予　算 決　算 比　較

△は減額を示す（単位：円）

△は超過額を示す（単位:円）

平成２６年度 学園校友会会計決算
（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）

援 助 金
諸 収 入
繰 入 金
合 計

53,000,000
8,640,000
14,000,000
75,640,000

53,000,000
10,420,000
12,000,000
75,420,000

0
1,780,000

△ 2,000,000
△ 220,000

本 部 費
組 織 費
事 業 費
広報渉外費
青 年 部 費
交 付 金
寄 付 金
予 備 費
諸 支 出 金
合 計

19,710,000
11,836,000
5,740,000
13,480,000
1,400,000
8,000,000
10,000
500,000

14,964,000
75,640,000

20,180,000
10,829,000
8,270,000
13,140,000
1,400,000
8,340,000
10,000
500,000

12,751,000
75,420,000

470,000
△ 1,007,000
2,530,000
△ 340,000

0
340,000

0
0

△ 2,213,000
△ 220,000

【収入の部】

【支出の部】

款 26年度予算 27年度予算 予算比較

款 26年度予算 27年度予算 予算比較

△は減額を示す（単位:円）

△は減額を示す（単位:円）

平成２７年度 学園校友会会計予算
（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

　
平
成
28
年
、初
春
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、国
内
で
は
大
き
な
変
化
の
年
と
な
り
ま

し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
や
安
保
関
連
法
の
成
立
な

ど
は
、今
後
私
達
に
も
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
、よ
く
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
世
界
水
泳
で
の
大
活
躍
を
始

め
、18
歳
以
下
の
人
た
ち
の
活
躍
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。18
歳
人
口
が
減
少
す
る
と
言
わ
れ
る
中
で
大

変
頼
も
し
く
、今
後
の
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。

　
ま
た
、ノ
ー
ベ
ル
賞
も
平
成
26
年
の
３
人
に
続
き
、

２
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
、お
一
方
は
３
億
人
も
の

方
々
を
救
え
る
と
い
わ
れ
る
偉
業
で
、も
う
お
一
方

は
極
小
世
界
で
の
質
量
存
在
発
見
が
受
賞
内
容
で

し
た
。お
二
方
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
着
眼
点
が一

般
の
人
々
と
違
い
そ
れ
を
貫
徹
さ
れ
た
こ
と
、ま
さ
に

「
継
続
は
力
な
り
」だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
法
人
常
翔
学
園
で
は
、３
大
学
の
学
長
の
任

期
満
了
に
よ
る
改
選
が
行
わ
れ
、新
し
い
3
学
長
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
各
大
学
の
発
展
の
た

め
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、粉
骨
砕
身
で
職
務
を
遂

行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
共
に
、各
校
友
会
へ

の
ご
厚
情
、ご
指
導
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、新
た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
学
長
に
お
か
れ
て

は
、久
禮
理
事
長
を
先
頭
に
学
園
創
立
１
０
０
周
年

に
向
け
て
の
諸
施
策
の
実
施
や
、各
大
学
の
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
全
力
で
ま
い
進
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。常
翔
学
園
内
の
各
校
友
会
へ
の
ご
指
導
、ご
支
援

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
学
園
校
友
会
で
は
、昨
年
５
月
の
理
事
会
で

具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た「
学
園
校
友
会
の
名
称
の

変
更
」に
つ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。今
年
度
内
に
は
新
名

称
を
絞
り
込
み
、５
月
の
理
事
会
に
て
変
更
に
必
要
な

予
算
と
併
せ
て
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
す
。全
国
の
校

友
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、学
園

校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の
取
り
組
み
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。是
非
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
７
月
に
開
催
し
た
兵
庫
県
で
の
全
国
支
部
交
歓

会
は
、歴
代
第
２
位
と
な
る
多
く
の
参
加
者
を
得

て
、県
内
８
支
部
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
か
つ一
体
感

が
実
感
で
き
た
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。今

年
は
高
知
県
で
実
施
い
た
し
ま
す（
７
頁
参
照
）の

で
、多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　■
賛
助
金

賛
助
金
は
校
友
か
ら
の
浄
財
に
よ
る
貴
重
な
収
入

源
で
、予
算
計
上
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。今

年
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
学
校
別
校
友
会
と
の
連
携
強
化

常
翔
学
園
内
の
９
校
友
会
の
会
長
会
議「
常
翔

学
園
校
友
会
長
協
議
会
」を
設
立
し
、学
園
の
発

展
に
寄
与
い
た
し
ま
す
。

■
学
園
校
友
会
の
名
称
変
更

学
園
校
友
会
の
名
称
に
つ
い
て
は
、学
校
法
人
名

と
か
い
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、工
大
校
友
会

と
名
称
が
紛
ら
わ
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
名
称
変
更

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。調
整
を
図
り
つ

つ
、慎
重
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
支
部
活
性
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

青
年
層
や
女
性
校
友
の
積
極
的
参
加
を
促
進
し

つ
つ
、活
動
停
滞
支
部
へ
の
支
援
や
支
部
未
設
置

地
域
の
整
理
な
ど
、当
該
地
域
在
住
校
友
に
働
き

か
け
な
が
ら
、実
態
に
合
っ
た
支
部
の
組
織
作
り

も
課
題
と
捉
え
て
、積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
校
友
会
運
営
は
、常
翔
学
園
や
各
学
校
と「
四
位
一

体
・
支
え
合
う
絆
」を
基
本
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
も
触
れ
ま
し
た

が
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
18
歳
人
口
の
激
減
期
、即
ち

2
0
1
8
年
問
題
に
も
各
学
校
卒
業
生（
校
友
）の

多
方
面
に
お
け
る
活
躍
や
実
績
が
就
職
率
に
好
影

響
と
な
り
、そ
れ
が
常
翔
学
園
の
更
な
る
隆
盛
の
た

め
の
支
援
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
社
会

で
活
躍
す
る
校
友
の
情
報
を
収
集
・
共
有
・
活
用
を

図
り
、若
い
校
友
や
現
役
学
生
へ
の
就
職
支
援
に
結

び
つ
け
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

　
今
後
の
校
友
会
運
営
の
方
向
性
を
検
討
す
る
に

は
、前
述
の
こ
と
を
柱
と
し
な
が
ら
も
、校
友
会
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
再
評
価
し
、各
学
校
を
卒
業
し
た

て
の
若
い
校
友
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

つ
つ
、そ
の
年
齢
層
に
合
っ
た
新
た
な
目
標
の
設
定
と

事
業
の
推
進
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
の
な
か
で
若
い
校
友
の
ニ
ー
ズ
を
適
時
・
的
確
に

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
昨
秋
か
ら
始
ま
っ
た
学
園
の「
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
募
金
」（
４
頁
参
照
）に
は
、校
友
の
皆
さ
ん
に
も
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
こ
の
場
を
お
借
り
し
、お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
若
い
世
代
か
ら
の
声
は
大
変
貴
重
で
す
。ま
ず
は
、

本
誌
や
学
園
の
広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
校
友
会
の
情
報
に
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
身
近

に
感
じ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。是
非
皆
さ
ん
の

思
い
も
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
我
々

役
員
に
も
新
た
な
気
付
き
が
生
ま
れ
、そ
こ
か
ら
新

た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。幅
広
い
年
齢
層
か
ら
校
友
会
に
関
心
を
持
っ
て

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、校
友
会
が
活
性
化
し
、学
園
の

発
展
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
校
友
の
皆
様
方
に
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝

で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

う
　
ち
　
や
　
ま
　
　
た
　
か
　
ゆ
　
き

内
山 

喬
之

大
阪
工
業
大
学
学
園
校
友
会

　会
長

■
開
催
日
　
平
成
27
年
５
月
23
日（
土
）

■
場
　
　
所
　
学
園
大
宮
西
校
地

　
　
　
　
　  

本
部
棟
会
議
室

■
出
席
理
事
　
75
人

■
議
　
　
長
　
平
岡
総
務
副
部
長

今
年
度
運
営
方
針
の
着
実
な
実
行
に
向
け
て

校
友
会
の
今
後
の
方
向
に
つ
い
て

若
い
皆
さ
ん
‼ 

校
友
会
に
関
心
を

「
四
位
一
体
・
支
え
合
う
絆
」
と

 
共
に
発
展
を

一
、学
園
校
友
会
運
営
に
重
要
な
自
主
財
源

の
確
保
を
推
進
す
る
。

　一
、学
校
法
人
常
翔
学
園
の
発
展
に
支
援
・
寄

与
で
き
る
新
た
な
校
友
会
活
動
を
検
討

す
る
。

一
、学
園
校
友
会
の
名
称
を
仮
称
・
常
翔
学

園
連
合
校
友
会
に
変
更
す
る
こ
と
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、９
つ
の
学
校
別
校
友

会
の
連
携
に
向
け
て
取
り
組
む
。

一
、学
園
校
友
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
、支
部
の
活
性
化
支
援
に
注
力
す
る
。

学
園
校
友
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
理
事
会
が
、平
成
27
年
５
月
に
開
催
さ
れ
、

出
席
理
事
に
よ
り
運
営
方
針
や
会
計
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

平成
27年度

理事会



1月8日（金）～1月22日（金）

1月8日（金）～2月3日（水）

◆医療栄養学部   ◆看護学部   ◆薬学部〈6年制〉 
◆医療経営学部   ◆心理学部   ◆医療福祉学部 
◆総合リハビリテーション学部  ◆保健医療学部

お問い合わせ先
入試センター フリーダイヤル 0120-55-1659 http://www.hirokoku-u.ac.jp

2016年度入試日程
入試種別

大学入試センター試験利用入試

一般入試後期

一般入試前期A日程

一般入試前期B日程
〔特待生入試実施〕

 一般入試前期BC方式　 全学部

本学での個別学力試験は
課さない

1月8日（金）～2月3日（水）
2月22日（月）～3月8日（火）

2月22日（月）～3月8日（火） 3月14日（月）

1月30日（土）、1月31日（日）
両日受験可

2月11日（木）・2月12日（金）
両日受験可

募集学部 出願期間 試験日

前期
後期

いのちのそばに。ひととともに。

「一般入試前期B日程」と同じ
〔一般入試前期B日程+大学入試センター試験〕

▶お問い合わせ先（入試部）  TEL.（06）6954-4436

詳細はHPをご覧ください。常翔学園 検 索

■入試日程〈中学校：Ⅰ類、Ⅱ類〉

■入試日程〈高等学校：スーパーコース、特進コース、薬学・医療系進学コース、文理進学コース〉

A  日 程

B  日 程

2016年1月16日（土）

2016年1月17日（日）

2016年2月10日（水）

入　試　日

入　試　日

入試区分

◆工学部
◆情報科学部
◆知的財産学部

お問い合わせ先
大阪工業大学 入試部

※一般入試前期AC日程はA日程と、BC日程はB日程と同時に実施します。
（AC・BC日程は、個別試験と大学入試センター試験の併用型入試です）

TEL （06）6954-4086（直）　http://www.oit.ac.jp

前期日程は学費（入学金・委託徴収金を除く）が4年間全額、4年間半額
または1年間半額免除になる特待生枠が最大228人

2016年度一般入試日程

入試区分
A日程（AC日程）

B日程（BC日程）

C日程

後期日程

C日程

2016年1月28日（木）、29日（金）試験日自由選択制

2016年2月4日（木）

【大学入試センター試験利用入試】本学独自の学力検査などは課しません

2016年3月6日（日）

【大学入試センター試験利用入試】本学独自の学力検査などは課しません

試験日

特待生制度が充実！

前
期

後
期

◆法学部
◆経済学部
◆理工学部

◆外国語学部
◆経営学部
◆薬学部 ◆看護学部

お問い合わせ先
摂南大学 入試部

※2月4日の募集学部・学科は文系学部と理工学部住環境デザイン学科のみ。

インターネット出願締切日の翌日に、入試部（寝屋川キャンパス）にて
出願書類の受付のみ行います（9:00～17:00）。

TEL （072）839-9104（直）　http://www.setsunan.ac.jp

● インターネット出願割引制度（　　　　　　　　　　　　　　）を実施！
● 「センター前期」は、国公立大〔前期〕の合否発表を確認してから手続可！
● 「一般前期A」「センター前期」入試成績優秀者には特別奨学金を給付！

2016年度入試日程

入試区分

一般入試

センター試験
利用入試

後期
前期
後期

A日程（AC方式）
B日程（BC方式）

1月25日（月）・26日（火）
2月   3日（水）・   4日（木）

3月   7日（月）

本学独自の学力試験等
は課しません

1月18日（月）
1月25日（月）
2月28日（日）
1月26日（火）
3月   4日（金）

前期

試験日 インターネット出願締切日

入試の
ポイント

校友タイムス Vol.437 January 2016校友タイムス Vol.437 January 2016
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学
園
理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
園
ニ
ュ
ー
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し

財
政
基
盤
の
確
立
を

　
学
校
法
人
常
翔
学
園
が
設
置
・
運
営
し
て
い
る
３
大
学（
大

阪
工
業
大
学
、摂
南
大
学
、広
島
国
際
大
学
）の
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
改
選
手
続
き
が
あ
り
、平
成
27
年
10
月
22
日
に
開

催
の
理
事
会
に
て
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
4
月
の
開
設
に
向
け
、梅

田
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ル
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
ま
す
。平
成
27
年
11
月
中
旬
の

時
点
で
地
上
部
分
で
は
20
階
の
床
の
高

さ
ま
で
鉄
骨
が
組
ま
れ
、高
さ
は
1
0
0

メ
ー
ト
ル
を
超
え
ま
し
た
。下
層
に
つ
い
て

は
既
に
外
装
タ
イ
ル
が
付
い
た
ほ
か
窓
ガ

ラ
ス
も
入
り
、徐
々
に
建
物
ら
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ル
の
愛
称

も
、2
8
3
件
の
学
内
公
募
の
中
か
ら

昨
年
9
月
に「
Ｏ
Ｉ
Ｔ
梅
田
タ
ワ
ー
」に

決
ま
っ
た
ほ
か
、6
0
0
人
を
収
容
で
き

る
多
機
能
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の

　学園では、教育研究環境のさらなる向上を
図るため、皆さまからのご寄付を常時お受けす
る「サポーターズ募金」をこのほど開始いたし
ました。募金の使途としては「梅田キャンパス
教育充実資金募金」、「奨学基金募金」、「施
設設備充実資金募金」、「教育研究活動資
金募金」、「課外活動支援資金募金」の５種
類があり、お選びいただくことができます。また、
継続寄付制度、サポートメンバー制度を新た
に導入いたしました。
　なお、募金の詳細に関しましては、ホームペー
ジ（法人ホームページ内）をご覧いただくか、
下記連絡先に関係書類をご請求ください。

学
園
３
大
学
の
学
長
を
改
選

学園ニュース

学
園
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
拠
点  

「
O
I
T
梅
田
タ
ワ
ー
」 建
設
進
む

サポーターズ募金を開始

学校法人常翔学園 総務部 事業担当
ＴＥＬ：０６-６９５４-４７８９　
ＦＡＸ：０６-６９５４-４８７６
Ｅ-ｍａｉｌ： jigyou@ofc. josho.ac. jp

連　絡　先

名
称
も「
常
翔
ホ
ー
ル
」に
決
定
し
ま
し

た
。現
在
、入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
調
整
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
末
に
は
上
棟
式
が
行

わ
れ
る
予
定
で
、そ
の
４
ヶ
月
後
に
は

キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ル
の
本
来
の
高
さ
を
実
感

で
き
る
予
定
で
す
。

大阪工業大学 学長摂南大学 学長広島国際大学 学長

〈
任
期
〉

 

い
ず
れ
も
平
成
27
年
11
月
１
日
〜
平
成
29
年
10
月
31
日
ま
で

焼廣 益秀（新任） 八木 紀一郎（新任） 西村 泰志（新任）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
学
園
校
友
会
の
皆
様
に
は
、ご
家
族
と
共
に
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
約
２
万
３
千
人
の
学
生
・
生
徒
と
約
27
万
３
千

人
の
卒
業
生
を
有
す
る
総
合
学
園
の
舵
取
り
役
と

し
て
、引
き
続
き
次
代
の
日
本
を
支
え
る
学
校
づ
く

り
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、教
育
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。超
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費

の
増
大
な
ど
か
ら
我
が
国
の
財
政
赤
字
は
深
刻
で
、

国
家
戦
略
で
あ
る
は
ず
の
教
育
投
資
へ
の
公
的
資

金
の
投
入
が
多
く
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で
す
。そ

こ
で
急
が
れ
る
の
が
教
育
財
源
へ
の
民
間
資
金
の
活

用
、つ
ま
り
寄
付
文
化
の
醸
成
で
す
。

　
本
学
園
も
国
の
財
源
に
頼
ら
ず
自
助
努
力
に
よ

り
財
政
基
盤
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ

れ
ま
で
も
母
校
を
愛
す
る
多
く
の
校
友
の
皆
様
か

ら
心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、新
た
に「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
募
金
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
継
続
的
に
ご
寄

付
い
た
だ
け
る
方
を
募
る
も
の
で
す
。皆
様
方
の
お

志
を
大
切
に
す
る
た
め
、ご
寄
付
に
当
た
っ
て
は
、各

設
置
学
校
い
ず
れ
か
の
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
募
金
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。こ
れ
ま
で
の
募
金
と
違
い「
○
○
学

校
の
教
育
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」「
○
○
ク
ラ
ブ

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
、特
定
の
使
途
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
新
し
い「
常
翔
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

恒
常
的
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、設
置
３
大
学
の
学
長
改
選
を
行
い

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が「
新
し
い
顔
」の
も
と
、さ
ら
に

魅
力
あ
る
学
び
の
場
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。大

阪
工
業
大
学
は
梅
田
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。愛
称
も「
Ｏ
Ｉ
Ｔ
梅
田
タ
ワ
ー
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。校
友
会
組
織
の
新
た
な
拠
点
に

も
な
り
ま
す
。昨
年
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
摂
南

大
学
は
、寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
隣
接
の
日
本
ペ
イ
ン
ト

事
業
所
用
地
を
取
得
し
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開
を

構
想
。時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
総
合
大
学
を

目
指
し
ま
す
。広
島
国
際
大
学
は
地
方
に
根
付
い
た

医
療
系
総
合
大
学
と
し
て
地
方
創
生
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
す
。常
翔
学
園
中
学
・
高
校
と
常
翔
啓
光
学

園
中
学
・
高
校
は
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
進
学
校
と
し

て
の
特
色
を
さ
ら
に
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

学
校
法
人 
常
翔
学
園 

理
事
長

久
禮 

哲
郎

にし むら　 や す  しや   ぎ 　   き  い ち  ろうやけ  ひろ　ます  ひで

大阪工業大学工学部建築学科卒、同大
学院工学研究科建築学専攻修士課程
修了。大阪工業大学工学部助手、講師、
助教授を経て平成11年４月から教授。八
幡工学実験場長、学生部長、工学部長
を歴任。博士（工学）。

広島大学医学部医学科卒。広島大学
医学部助手、講師を経て平成10年４月
から広島国際大学教授。総合教育研究
機構長、学生支援センター長、教務部
長、副学長を歴任。博士（医学）。

東京大学文学部社会学科卒、名古屋大学
大学院経済学研究科博士後期課程単位
取得退学。岡山大学経済学部講師、助教
授、京都大学経済学部教授、同学部長な
どを経て平成22年４月から摂南大学教授。
経済学部長、副学長を歴任。経済学博士。

く
　
　
れ
　
　  

て
　
つ
　
お
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平
成
27
年
度 

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
報
告
）

平
成
27
年
度 

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
報
告
）

　
古
く
か
ら
国
際
交
流
の
窓
口
と
し
て
発
展
し
、今
も
異
国
情
緒
と
ロ
マ
ン
が
あ
ふ
れ
る
神
戸
で
平
成
２７
年
度

の
全
国
支
部
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。北
は
東
北
か
ら
南
は
九
州
・
鹿
児
島
県
ま
で
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
校

友
が
集
ま
り
、参
加
者
は
来
賓
を
含
め
総
勢
６
５
３
人
。シ
ャ
ン
ソ
ン
に
酔
い
し
れ
、西
洋
文
化
が
上
陸
し
て
き
た

か
つ
て
の
時
代
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

平成２7年度総会・全国支部交歓会
参加者数一覧

支 部 名 等 人数
北 海 道
東 北
関 東
富 山 県
北 陸
福 井 県
愛 知 県
岐 阜 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
奈 良 県
和 歌 山 県
高 槻
茨 木
摂 津
吹 田
豊 中
箕 面
池 田
枚 方
交 野
寝 屋 川
守 口 門 真
大 東 畷
東 大 阪
八 尾・柏 原
南 河 内
　 堺 　
泉 州
泉 南
西 大 阪
旭 ・ 都 島
城 東・鶴 見
淀 川
川 西
宝 塚
伊 丹
尼 崎
六 甲
東 播
姫 路
西 宮

0 
1 
12 
4 
2 
1 
5 
0 
2 
12 
5 
10 
10 
8 
12 
6 
5 
4 
1 
5 
17 
3 
5 
7 
4 
11 
3 
17 
12 
8 
0 
2 
1 
18 
0 
13 
14 
21 
11 
65 
19 
9 
34 

合　　計 625

支 部 名 等 人数
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 備 後
広 島 安 芸
山 口 県
香 川 県
徳 島 県
愛 媛 県
高 知 県
北 九 州
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
大 分 県
熊 本 県
宮 崎 県
鹿 児 島 県
府 窓 会
みおつくし会
堺 城 北 会
大成城北会
学 内 O B 会
き ん で ん
長 谷 工
近畿工大会
浅 海 電 気
鴻池城北会
ＦＵＤＯ城北会
奥村城北会
村本城北会
戸田城北会
工大校友会
高校校友会
短大大宮会
学 院クラブ
工 専クラブ
高 専 会
摂大校友会
広国大校友会
啓 聖 会
工大E32同窓会
工 経 会

4 
4 
10 
5 
5 
1 
3 
3 
6 
1 
3 
4 
0 
3 
2 
2 
1 
2 
14 
0 
5 
11 
2 
18 
0 
4 
4 
8 
6 
6 
9 
0 
5 
11 
4 
7 
7 
6 
10 
3 
3 
16 
8 

※校友のみをカウント

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会
を

豊
穣
の
五
国 

兵
庫
で
開
催

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
神
戸
に

多
く
の
校
友
が
集
う

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
声
が

会
場
内
を
魅
了

学
園
発
展
の
た
め
卒
業
生
の

大
き
な
力
に
期
待

　
平
成
27
年
７
月
４
日（
土
）、美
し
い
六
甲
山
系
と

神
戸
港
が
一
望
で
き
る
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
平

成
27
年
度
総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会
が
開
催
さ
れ

た
。今
回
は
兵
庫
県
８
支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備

　
最
後
は
幸
せ
を
か
き
集
め
る「
伝
統
の
熊
手
」の

引
き
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
た
。兵
庫
県
８
支
部
を
代

表
し
て
六
甲
支
部
の
村
上
支
部
長
よ
り
、盛
会
へ
の

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
内
山
会
長
へ
返
還
さ
れ
た
。

そ
し
て
、次
回
の
開
催
地
と
な
る
高
知
県
支
部
の

　
今
年
の
交
歓
会
は
兵
庫
県
８
支
部
の
提
案
に
よ

り
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
た
。大
阪
工
大
の
卒

業
生
で
あ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
延
み
つ
き
さ
ん（
工

大
B
47
）を
お
招
き
し「
ケ
・セ
ラ
・セ
ラ
」や「
テ
ネ

シ
ー
ワ
ル
ツ
」の
ほ
か
、オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の「
め
ぐ
り
逢

い
あ
り
が
と
う
」な
ど
全
８
曲
を
熱
唱
い
た
だ
い
た
。

会
場
内
を
埋
め
尽
く
し
た
参
加
者
は
、し
ば
し
ム
ー

デ
ィ
ー
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
世
界
に
酔
い
し
れ
た
。終
了

後
に
は
内
山
会
長
か
ら
延
さ
ん
へ
感
謝
を
込
め
て
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
交
歓
会
は
、北
條
副
会
長
に
よ
る
声
高
ら
か
な

開
会
宣
言
に
よ
り
、会
場
内
の
大
き
な
拍
手
で
始

ま
っ
た
。

　
内
山
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、兵
庫
県
８
支
部
の

尽
力
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
あ
と「
多
く
の

女
性
や
ご
家
族
に
よ
る
行
事
へ
の
参
加
は
、本
来
の

校
友
会
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
」と
の
言
葉
と
と
も

に
、今
後
さ
ら
に
増
や
し
て
い
こ
う
と
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。学
園
来
賓
を
代
表
し
て
久
禮
理
事
長
か

ら
は
、創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
た
学
園
の
取
り
組

み
や
近
況
報
告
の
中
で「
学
園
が
発
展
す
る
た
め
に

は
、少
子
化
や
教
育
の
質
の
向
上
な
ど
に
対
応
す

る
と
と
も
に
卒
業
生
の
大
き
な
力
が
必
要
で
あ
る
」

と
校
友
会
に
熱
い
期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。

　
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
は
兵
庫
県
８
支
部
の
各
支

部
長
が
登
壇
。幹
事
支
部
を
代
表
し
て
尼
崎
支
部

の
鐘
ヶ
江
支
部
長
が「
ウ
ェ
ル
カ
ム 

ト
ゥ 

兵
庫
！！
」

の
掛
け
声
に
続
き
、酒
ど
こ
ろ
兵
庫
の
紹
介
と
会

場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
校
友
へ
感
謝
を
述
べ
た
。続

い
て
庄
司
相
談
役
よ
り「
今
回
の
全
国
支
部
交
歓

会
は
過
去
２
番
目
に
多
い
動
員
数
と
な
っ
た
。ま

た
、90
歳
以
上
の
参
加
者
が
３
人
も
お
ら
れ
、幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
こ
と
は

本
当
に
喜
ば
し
い
」と
述
べ
、意
気
揚
々
と
乾
杯
の

発
声
を
行
な
っ
た
。歓
談
が
始
ま
る
と
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は

豪
華
な
バ
ン
ド
に
よ
る
生
演
奏
と
延
さ
ん
か
ら
再
び

歌
声
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、神
戸
の
夜
は
一
層
盛

次
回
開
催
の
地
・
高
知
県
で

再
会
を
誓
う

森
部
支
部
長
へ
と
手
渡
さ
れ
た
。「
四
国
の
他
支
部

の
力
添
え
も
い
た
だ
き
な
が
ら
最
大
限
努
力
し
、海

の
幸
、山
の
幸
そ
し
て
美
味
し
い
お
酒
と
共
に
お
待

ち
し
て
い
る
」と
の
呼
び
掛
け
が
あ
り
、参
加
者
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
大
き
な
拍
手
で
応
え
た
。

　
最
後
は
延
さ
ん
も
登
壇
し
、来
賓
、校
友
が一つ
と

な
っ
て
校
友
会
の
歌「
さ
ぁ
、手
を
振
ろ
う
」を
大
合

唱
し
、名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
次
回
高
知
で
の
再

会
を
約
束
し
散
会
し
た
。

か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
を
協
力
。当
日
は
あ
い
に
く

の
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
天
候
と
な
っ
た
が
、近
畿
圏
で

の
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、６
０
０

人
を
超
え
る
多
数
の
校
友
が
集
ま
っ
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、前
年
度
の
行
事
・
事
業
報
告
、

会
計
決
算
・
監
査
報
告
、今
年
度
の
運
営
方
針
、会

計
予
算
報
告
な
ど
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。

ロ
マ
ン
漂
う
神
戸
の
地
に
、全
国
６７
の
支
部
か
ら
６
０
０
人
を
超
え
る
校
友
が
集
結

り
上
が
っ
た
。

常翔啓光学園中学校・高等学校

▶お問い合わせ先（入試部）  TEL.（072）807-6632

詳細はHPをご覧ください。常翔啓光学園 検 索

■入試日程〈中学校：特進［選抜］コース、特進コース〉

自己推薦入試

■入試日程〈高等学校：特進コースⅠ類［選抜］、特進コースⅡ類、進学コース〉

A 日 程 2016年1月16日（土）

2016年2月10日（水）

2016年1月17日（日）
2016年1月20日（水）

入　試　日

入　試　日

入試区分

B 日 程
C 日 程
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四
国
の
南
に
位
置
し
、土
佐
湾
を
抱
き
か
か
え
る

よ
う
に
東
西
に
長
い
海
岸
線
を
有
す
る
高
知
県
。四

万
十
川
に
代
表
さ
れ
る
清
流
や
、森
林
率
84
％
と
い

う
緑
深
い
美
し
い
山
々
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
温
暖
で
サ
ン
サ
ン
と
照
り
つ
け
る
太
陽
、そ
の
一
方

で
降
水
量
も
多
く
、激
し
く
も
豊
か
な
自
然
は「
い

ご
っ
そ
う
」「
は
ち
き
ん
」と
呼
ば
れ
る
、お
お
ら
か
な

中
に
も
芯
の
通
っ
た
土
佐
人
の
気
風
を
生
み
出
し
、

坂
本
龍
馬
や
吉
田
茂
な
ど
、数
多
く
の
先
人
・
偉
人

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
の
全
国
支
部
交
歓
会
は
こ
の
自
由

で
豪
快
な
土
佐
の
街
・
高
知
が
舞
台
で
す
。こ
じ
ゃ

ん
と
う
ま
い
海
の
幸
、川
の
幸
、山
の
幸
を
囲
み
、

懐
か
し
い
旧
友
と
心
の
交
流
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。是
非
ご
家
族
も
お
誘
い
の
う
え
、多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
は
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
と
、

四
万
十
川
や
仁
淀
川
に
代
表
さ
れ
る
清
流

や
緑
深
い
山
々
な
ど
美
し
く
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
県
で
す
。

　
ま
た
、明
治
維
新
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
た
坂
本
龍
馬
な
ど
多
く
の
偉
人
を

輩
出
し
た
歴
史
の
県
で
も
あ
り
ま
す
。高

知
県
支
部
は
少
な
い
会
員
数
で
す
が
、「
か

つ
お
の
た
た
き
」｢

新
鮮
野
菜｣

な
ど
高
知

な
ら
で
は
の
食
材
と
心
か
ら
の
お
も
て
な

し
で
、校
友
の
皆
様
を
歓
迎
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
桂
浜
や
日
曜
市
な
ど
の
観
光
や
ゴ
ル
フ

も
楽
し
め
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
来
高

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度 

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
案
内
）

平
成
28
年
度 

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
案
内
）

概　要

大
阪
工
業
大
学
学
園
校
友
会

             ２０１６年（平成２８年）７月２日（土）

７月２日（土）

■ 日　時

■ 会　場        三翠園

■ 参加費

8,000円【日帰り】／１６,０００円【一泊】

「コンベンションホール　富士の間」

「大浴場 水哉閣」 

〒780-0862 高知県高知市鷹匠町1-3-35

心も身体もほぐれていく至福のひとときを

S A N S U I E N http://www.sansuien.co.jp 高知自動車道高知ICからは車で15分。  高知市の中心地、高知城から徒歩７分。

良質の天然温泉で

土佐藩主　山内容堂公下屋敷跡 龍馬も泳いだ清流鏡川のほとり

ようこそ 高知城下  天然温泉の宿  三翠園へ

S A N S U I E N ［ご予約お問い合わせは］  TEL.088-822-0131  FAX.088-822-0145

〔受　付 ： 午後４時～〕
総　会 ： 午後６時００分～６時１０分
交歓会 ： 午後６時１０分～８時３０分

〒780-0863 高知県高知市鷹匠町1-3-35
TEL 088-822-0131
URL http://www.sansuien.co.jp/

■ 申込先

※宿泊の場合、5～6人の相部屋となります。
※夫婦(２人)で１室をご利用の場合は、ルームチャージ料として別途６,４８０円が必要です。

学園校友会事務局　０６-６９５５-６６６２

５月３１日（火）まで■ 申込期限

総
会・全
国
支
部
交
歓
会

２
０
１
６
の
ご
案
内

オプション自然が織りなす太古のロマンと
坂本龍馬をたずねて

日　　　程 

旅 程

申　込　先 申 込 期 限

高
知
県
支
部
長
　

　
　
歓
迎
の
コ
メ
ン
ト

高
知
県
支
部

　支
部
長 

　

森
部 

慎
之
助（
工
大
C
49
）

日本三大鍾乳洞の一つ「龍河洞」や
坂本龍馬記念館などをめぐり、
楽しみながら交歓会に参加できるよう、
高知龍馬空港やJR高知駅出発の
バスツアーを企画しました。
ぜひ、お申込みください。

（高知龍馬空港11：20発、高知駅12：10発）

費　　　用 

（人数が満たない場合は、ツアー中止となります）

（昼食代、観光入場料などを含む）

最少催行人数 ３０名
８，０００円

●11：20 高知龍馬空港発  

●12：10 JR高知駅発 

●12：50～14：30 龍河洞（ご昼食＆見学）

●15：30～16：30 桂浜（坂本龍馬記念館） 

●17：00頃 三翠園着

学園校友会事務局　06-6955-6662

龍
馬
の
ふ
る
さ
と
土
佐

ま
っ
こ
と
待
ち
ゆ
う
ぜ
よ！

高知
バスツアー

５月３１日（火）まで

龍河洞

〔みどころ〕約1億7500万年かけて創られた全長約4kmの
鍾乳洞。国の天然記念物および史跡に指定。

坂本龍馬記念館

〔みどころ〕龍馬の生涯と人物像を紹介する貴重な資料を
数多く展示。太平洋を望むロケーションも抜群。



常
翔
学
園
中
高
校
友
会
活
動
紹
介

常
翔
好
友
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

　
平
成
27
年
9
月
18
日（
金
）・
19
日（
土
）、母
校
文
化
祭
に

て
、校
友
会
に
よ
る「
Ｊｏｓ
ｈｏ 

Ｃａ
ｆｅ
」を
出
店
し
た
。

　
こ
の「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」は
、文
化
祭
参
加
者
の
憩
い
の
場
と
し
て

腰
を
落
ち
着
け
休
憩
で
き
る
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
。コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み
物
は
安
価
で
提
供
し
、お

茶
菓
子
は
サ
ー
ビ
ス
で
無
料
に
し
て
い
る
。今
回
で
4
度
目
の

出
店
で
、ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
に

毎
年
努
力
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、在
校
生
父
母（
校
友
）の
協
力
を
得
て
昭
和
50
年
代

以
降
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
陳
列
し
、か
つ
て
の
高
等
学
校
学
舎
や

周
辺
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
こ
と
で
、当
時
の
雰
囲
気
を

楽
し
め
る
よ
う
力
を
入
れ
た
。ま
た
、卒
業
後
3
年
目
の
校
友
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、若
さ
あ
ふ
れ
る
接
客
で
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
た
。さ
ら
に
、常
翔
好
友
ク
ラ
ブ
の
設
立

メ
ン
バ
ー
に
よ
る「
ア
メ
つ
か
み
」（
詳
細
は
左
頁
）も
好
評
。

　
来
店
者
は
、卒
業
ア
ル
バ
ム
の
、若
き
日
の
自
身
の
姿
や
懐

か
し
の
学
び
舎
の
写
真
を
見
な
が
ら
、時
間
も
忘
れ
て
歓
談

を
楽
し
ん
で
い
た
。ま
た
、

大
先
輩
方
の
来
店
も
あ

り
、出
店
の
お
祝
い
の
言

葉
と
と
も
に
、今
後
の
校

友
会
活
動
へ
の
励
ま
し
が

あ
っ
た
。
今
後
も
、中
学

校
・
高
等
学
校
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ

と
で
、在
校
生
や
そ
の
父

母
・
卒
業
生
へ
校
友
会
活

動
の
情
報
を
発
信
し
、活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
常
翔
好
友
ク
ラ
ブ
で
は
、昨
年
の
文
化
祭
で
Ｊｏｓ

ｈｏ 

Ｃａ
ｆｅ
の一
角
を
お
借
り
し
て
在
校
生
対
象
に

ア
メ
つ
か
み
を
企
画
し
た
。後
援
会
の
協
力
も
あ
り
多

く
の
在
校
生
が
参
加
し
て
く
れ
た
。ま
た
、卒
業
生

も
カ
フ
ェ
に
訪
れ
、卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
見
な
が
ら
楽

し
そ
う
に
高
校
時
代
の
思
い
出
を
話
し
て
い
た
。そ
し

て
今
年
度
は
、カ
フ
ェ
開
催
に
あ
た
り
若
手
の
卒
業

生
が
10
人
ほ
ど
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
で
、と
て
も
明
る

く
盛
り
上
が
っ
た
。来
年
は
好
友
ク
ラ
ブ
で
新
た
な

出
し
物
を
す
る
予
定
な
の
で
、み
な
さ
ん
文
化
祭
に
、

そ
し
て
思
い
出
の
高
校
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う
！

　
平
成
27
年
2
月
28
日（
土
）、ホ
テ
ル
阪
神
に
て
平
成
26
年

度
の
総
会
を
開
催
し
た
。総
会
は
、前
年
度
事
業
報
告
、決

算
・
監
査
報
告
お
よ
び
今
年
度
運
営
方
針
・
予
算
の
報
告
を

行
な
っ
た
。続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、堀
井
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
、北
尾
校
長
先
生
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。宴
は
内
山
学
園
校
友
会
長
の
乾
杯
で

始
ま
り
、会
員
同
士
の
近

況
報
告
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。常
翔
学
園

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
会
を
実
施
し
、

そ
の
奏
で
る
楽
曲
が
会
場

を
包
み
込
ん
だ
。母
校
の

校
友
教
諭
の
参
加
も
多

く
、実
り
あ
る
ひ
と
時
を

過
ご
し
、来
年
の
再
会
を

約
束
し
て
散
会
し
た
。

常
翔
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
文
化
祭

Josho Cafe

常翔学園中学校・高等学校校友会

な　う
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910 常
翔
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
校
友
会
総
会

平
成
26
年
度
総
会
を
開
催

平成27年度・総会開催案内
■日　　時

＊お花見（3月末～4月初旬） 

＊高校文化祭（9月）

＊BBQ（10月）

＊日帰り温泉旅行（11月）

＊ボウリング大会（1月）

＊総会（2月）

＊日本酒会（不定期）

平成27年度　活動スケジュール
会計監査・運営会議
参事会
役員研修会
運営会議
運営会議
参事会
文化祭出店
運営会議
運営会議

卒業後5年目・10年目　合同クラス同窓会
常翔好友クラブ設立パーティー
運営会議
運営会議
運営会議
総会
運営会議
参事会

4.14
5.26
6.13-14
7.23
8.21
9.10
9.18-19

12.5

12.15

H27

1.14
2.12
2.28
3.4
3.22

H28

10.1
11.12

Ｊ
ｏｓ
ｈｏ 

Ｃａ
ｆｅ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

■申 込 先
学園校友会事務局　TEL06-6955-6662（担当：北川）

※詳しくはhttp://high-josho.koudai-kai.jp/を参照

■申込期限

■会　　費

〒553-0003　大阪市福島区福島5-6-16
TEL 06-6344-1661(代表) JR環状線「福島駅」下車すぐ

ホテル阪神

［総　会］17：30～　［懇親会］18：00～
■場　　所

平成２８年２月２８日（日）

2月15日（月）

7,000円(20代と女性の方は3,000円)

好友クラブ年間行事予定

先進の機器を融合させた
快適ビジネス環境を提供します

Dynamic & Soft

株式会社 スイタ情報システム
URL：http：//www.suita.co.jp
大阪本社：〒531-0076 大阪市北区大淀中２丁目１番１号 TEL 06-6453-9431
東京本社：〒105-0013 東京都港区浜松町２丁目６番２号 TEL 03-3431-7511

情報通信ネットワーク

代表取締役　荒居 新蔵

IP電話、IP-PBX機器
FAX、複合機、パソコン
セキュリティー機器
ネットワーク構築

電源設備
太陽光発電システム
UPS、発電機システム
直流電源システム
空調・照明システム

コンピュータ応用機器
コールセンターシステム
遠隔映像監視システム
入退室管理システム
テレビ会議システム

　
昨
年
、準
備
委
員
４
人･

実
行
委
員
13
人
に
よ
る

常
翔
好
友
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
会
を
結
成
。校
長
先

生
や
高
校
の
教
頭
先
生
、多
く
の
校
友
会
役
員
の

方
に
お
世
話
に
な
り
、設
立
に
向
け
て
協
議
を
重
ね

て
き
た
。そ
し
て
同
年
12
月
5
日（
土
）、常
翔
学
園

の
施
設
で
常
翔
好
友
ク
ラ
ブ
設
立
記
念
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。当
日
は
卒
業
後
５
年･

10

年
の
方
を
対
象
と
し
た
合
同
ク
ラ
ス
同
窓
会
を
同

時
開
催
し
た
こ
と
も
奏
功
し
、教
員
18
人
、卒
業
生

１
０
３
人
の
出
席
が
あ
り
、年
齢
に
関
係
な
く
卒
業

生
の
輪
を
広
げ

て
い
た
。若
者
向

け
の
お
し
ゃ
れ
な

料
理
メ
ニ
ュ
ー
、ワ

イ
ン
や
各
種
カ

ク
テ
ル
も
豊
富

に
取
り
揃
え
た

ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

も
大
好
評
だ
っ

た
。出
席
者
か
ら

は｢

楽
し
か
っ
た
、

ま
た
来
た
い｣｢

同

級
生･

先
輩･

担

任
に
会
え
て
良

か
っ
た｣｢

学
生
時

代
に
戻
っ
た
気
分
に
な
っ
た｣

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
、準
備
委
員
一
同
の
努
力
が
報
わ
れ
た
気
が
し

た
。

　
次
回
の
合
同
ク
ラ
ス
同
窓
会
は
平
成
24
年
と
平

成
19
年
卒
業
の
方
が
対
象
。卒
業
後
５
年
の
方
は
、

大
学
を
卒
業
し
て
社
会
人
１
年
目
の
方
が
多
数
と

な
る
。せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
懐
か
し
い
高
校
や
大

学
で
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、是
非
参
加
く
だ
さ

い
！



地域社会の発展に広く深く貢献

本　社： 伊丹市北本町２丁目２５５番地

http://www.itami-grp.co.jp/group/setsubi.html

ＴＥＬ ０７２-７７７-０００１
ＦＡＸ ０７２-７７５-１１８５

営業所：東播・高槻・羽曳野・京都

景観・公園・運動施設・各種安全器材・設計・施工・販売・管理

スポーツ施設をクリエイトする。

http://www.st-wako.com

本　　社：
大阪支店：
中国支店：
九州支店：

〒140-0013 東京都品川区南大井3丁目6番18号 有馬ビル4F
〒564-0062 大 阪 府 吹 田 市 垂 水 町 3 丁目 9 番 2 8 号
〒731-0138 広島県広島市安佐南区祇園3丁目46番5号
〒839-0809 福岡県久留米市東川合 1丁目5番 2 7 号

TEL03（3762）9131  FAX03（3762）9295  
TEL06（6385）1781  FAX06（6330）8439 
TEL082（850）0122  FAX082（850）0133
TEL0942（43）8191  FAX0942（44）7674

東京支店,東北営業所,神戸営業所,山口営業所,四国営業所,福岡営業所,長崎営業所,宮崎営業所,
大分分室,鹿児島営業所,沖縄営業所,西日本工事事務所 
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暖
か
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
平
成
27
年
10
月
24
日

（
土
）、第
3
回
と
な
る「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

2
0
1
5
」を
城
北
祭（
学
園
祭
）で
賑
わ
う
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。今
年
は
、校
友
と
そ
の

ご
家
族
を
含
め
2
6
3
人
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

過
去
最
高
の
参
加
者
数
に
な
り
ま
し
た
。ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、卒
業
後
節
目
の
年
を

迎
え
ら
れ
た
校
友
と
そ
の
ご
家
族
の
方
々
を
メ
イ
ン

ゲ
ス
ト
と
し
て
全
体
交
流
会
へ
無
料
ご
招
待
し
て
い
ま

す
が
、今
年
は
参
加
者
の
う
ち
約
48
％
が
メ
イ
ン
ゲ
ス

ト
の
方
々
で
し
た
。ま
た
、全
体
の
約
63
％
は
、初
参
加

の
方
々
で
し
た
。

　
今
年
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、メ
イ
ン
ゲ

ス
ト
の
対
象
に「
卒
業
後
10
年
」も
加
え
ま
し
た
。し

か
し
な
が
ら
、そ
の
方
々
の
参
加
は
少
な
く
、多
い
の
は

や
は
り
60
歳
代
、50
歳
代
の
方
々
で
し
た
。ま
た
、4

月
か
ら
工
大
校
友
会
に
合
流
予
定
の
工
専
ク
ラ
ブ

（
大
阪
工
業
大
学
の
前
身
校
の
校
友
会
組
織
）の
方
々

に
も
ご
案
内
し
、ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、現
役
の
学
生
諸
君
に
も
い
ろ
い
ろ
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。東
中
庭
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ

た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
司
会
を
学
生
に
務
め
て
い
た

だ
き
、ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
学
生
諸
君
に
は
歓

迎
の
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
の
案
内
も
お
願
い
し
ま
し
た
。当
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
講
演
会
で
は
平
成
29
年
に
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開

設
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
＆
デ
ザ
イ
ン
工
学
部（
仮
称
）に

移
籍
予
定
で
、現
在
工
学
部
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
の
松
井

謙
二
教
授
か
ら「
新
時
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
を
目
指

し
て
」の
テ
ー
マ
で
、高
い
理
想
を
掲
げ
た
新
学
部
に
お

け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
、大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
ク
ラ
ブ
O
B
団
体
の
総

会・役
員
会
な
ど
の
同
時
開
催
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。昨
年
か
ら
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
O
B
の
方
々
に
は
大

変
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、全
体
交
流
会
の
開
会

に
当
た
り
、懐
か
し
い「
大
学
歌
」の
合
唱
を
披
露
い

た
だ
き
、一
気
に
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
に
と
っ
て
母
校
と
は
、や
は
り
学
生
時
代
を

過
ご
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、来
年
か
ら
は
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ
の
参
加
者
は
毎
年
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
勢
い
を
見
て
い
ま
す
と
、大
阪
工
業
大

学
卒
業
生
の
パ
ワ
ー
と
い
う
の
か
底
力
を
感
じ
ま
す
。こ

の
力
を
結
集
し
て
、母
校
大
阪
工
業
大
学
の
、そ
し
て

学
園
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
5
月
16
日（
土
）、本
年
度
第
1
回
の

幹
事
会
・
幹
事
研
修
会
を
開
催
。今
回
は
貸
切
バ
ス

を
利
用
し
工
大
建
築
学
科
出
身
の
刀
匠
・
月
山
貞

利
氏
の
日
本
刀
鍛
錬
道
場
を
訪
問
。三
輪
山
散
策

も
し
て
幹
事
会
・
幹
事
研
修
会
を
行
な
っ
た
。

　
車
中
に
お
い
て
幹
事
会
を
開
催
し
、北
條
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、前
年
度
会
議
・
行
事
報
告
、工

専
ク
ラ
ブ
と
の
合
流
へ
向
け
て
の
経
過
報
告
、ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
5
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
、前
年
度
の
会
計
決
算
、監
査

報
告
も
あ
り
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
バ
ス
を
下
車
し
て
日
本
刀
鍛
錬
道
場
の
傍
に
あ

る
月
山
記
念
館
を
見
学
。刀
匠
・
月
山
貞
利
氏（
Ａ

44
）に
よ
る
刀
工
月
山
派
の
歴
史
、作
品
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
を
受
け
、そ
の
後
道
場
で
刀
の
鍛
錬
・
焼

入
れ
の
実
演
を
見
学
。1
本
の
刀
が
出
来
上
が
る
ま

で
如
何
に
厳
し
く
困
難
な
道
程
が
あ
る
の
か
を
理

解
し
、深
い
感
銘
を
受
け
た
。

　
お
昼
は
と
ろ
ろ
め
し「
山
和
」で
珍
品「
と
ろ
ろ
の

か
ば
焼
」定
食
を
賞
味
。午
後
か
ら
は
、三
輪
そ
う
め

ん「
山
本
」で
そ
う
め
ん
製
造
工
程
の
説
明
を
受
け
、

全
員
が
そ
う
め
ん
の
手
延
べ
を
体
験
し
た
。生
の
そ

う
め
ん
は
非
常
に
珍
し
く
、こ
の
体
験
参
加
で
し
か

入
手
で
き
な
い
と
い
う
希
少
価
値
の
お
土
産
を
入
手

で
き
た
。

　
行
程
の
最
後
に
は
、や
は
り
こ
の
地
域
の
守
り
神

で
あ
る
大
神
神
社（
三
輪
山
）の
参
拝
。二
の
鳥
居
で

集
合
写
真
撮
影
の
後
、各
自
散
策
を
楽
し
ん
だ
。

　
当
日
の
朝
は
雨
模
様
の
た
め
行
程
が
心
配
さ
れ

た
が
、午
後
か
ら
天
気
も
良
く
な
り
、皆
充
実
し
た

1
日
を
過
ご
し
満
足
し
て
帰
路
に
着
い
た
。
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工
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
報
告

工
大
校
友
会
ニ
ュ
ー
ス

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員

　宇
井
徹
雄

（
大
阪
工
業
大
学
校
友
会

　副
会
長
）

益
々
多
く
の
校
友
、母
校
に
集
う

HOME
COMING
DAY 10月24日（土）

大阪工業大学
大宮キャンパス

12:30 受付開始
13:30 歓迎セレモニー
14:10 講演会
15:20 キャンパス見学ツアー
16:30 全体交流会（懇親会）

当日の
スケジュール

大阪工業大学
ホームカミングデー2015

工
大
校
友
会

　幹
事
会・幹
事
研
修
会
開
催

大神神社集合写真 刀匠・月山貞利氏の説明

工
大
校
友
会
に

　
　工
専
ク
ラ
ブ
が
合
流

T
O
P
I
X

　
一
昨
年
の
12
月
に
工
専
ク
ラ
ブ
か
ら
工
大

校
友
会
へ
の
合
流
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ
っ

た
。工
専
ク
ラ
ブ(

正
式
名
称
：
大
阪
工
業
大

学
工
専
ク
ラ
ブ)

は
、摂
南
高
等
工
業
学
校

な
ら
び
に
摂
南
工
業
専
門
学
校
の
卒
業
生

を
会
員
と
し
、大
阪
工
業
大
学
学
園
校
友

会
を
構
成
す
る
6
つ
の
校
友
会
組
織
の
一

つ
で
あ
る
。摂
南
工
業
専
門
学
校
は
戦
後
、

摂
南
工
業
大
学
と
な
り
、半
年
後
に
大
阪

工
業
大
学
と
改
称
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、工

専
ク
ラ
ブ
の
方
々
は
工
大
の
前
身
校
の
卒

業
生
と
な
る
。そ
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
、大

阪
工
業
大
学
土
木
会
や
大
阪
工
業
大
学
建

築
会
の
会
則
で
も
摂
南
工
業
専
門
学
校
土

木(

建
築)

科
の
卒
業
生
は
正
会
員
に
な
っ
て

い
る
。な
お
、工
専
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
方
々
は

ご
高
齢
で
あ
り
、現
在
、会
員
数
は
七
百
名

ほ
ど
で
あ
る
。

　
工
大
校
友
会
で
は
、昨
年
2
月
の
企
画

会
議
、そ
の
後
の
常
任
幹
事
会
、最
高
議
決

機
関
で
あ
る
幹
事
会
に
お
い
て
、合
流
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。工
大
校
友
会
の
役

員
と
工
専
ク
ラ
ブ
の
役
員
が
何
回
か
お
会
い

し
、相
談
や
打
ち
合
わ
せ
も
行
な
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、工
大
校
友
会
の
幹
事
会
、学
園
校

友
会
の
理
事
会
で
必
要
な
会
則
や
規
則
の

改
正
を
行
な
い
、平
成
28
年
4
月
か
ら
正
式

に
合
流
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

■ 船舶用システム製品

■ 産業用システム製品

■ 機器（ブレーカ）製品

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町7-2-10
TEL：（06）6692-1131（大代表）　FAX：（06）6692-2122

http://www.terasaki.co.jp/

■ 医 療 関 連 製 品

■ エンジニアリング及び
     ライフサイクルサービス

世界で配電制御の
革新を続けるテラサキ
世界で配電制御の
革新を続けるテラサキ
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校
友
の
選
挙
情
報

大
淀
会
レ
ポ
ー
ト

大淀会 春のゴルフコンペ

選挙日 役　　職 氏　　名 卒科年

選挙日 役　　職 氏　　名 卒科年

情報を
お寄せください！！

母校への想いを同じくする首長や議員として活躍されている校友の皆様の情報
収集に努めています。選挙時には支部を通じて申請を受け、檄文や激励電報
などの対応を行なっています。

大
淀
会
レ
ポ
ー
ト

大
淀
会
レ
ポ
ー
ト

選挙当選者

選挙当選者一覧 （選挙日順・同日内順不同・敬称略）
平成27年春の統一地方選挙

平成27年秋の地方選挙

4月26日（日）

9月13日（日）

9月27日（日）

10月4日（日）

交野市議会議員

東大阪市議会議員

東大阪市議会議員

東大阪市議会議員

小牧市議会議員

雨田  賢

河野 啓一

笹谷 勇介

鳥居 善太郎

橋本 哲也

（あまだ・さとし）

（こうの・けいいち）

（ささたに・ゆうすけ）

（とりい・ぜんたろう）

（はしもと・てつや）

工大ＣＨ16

短大Ａ44

工大高Ｃ57

工大高Ａ48

工大Ｃ53

四條畷市議会議員

四條畷市議会議員

藤井寺市議会議員

富田林市議会議員

泉大津市議会議員

大津市議会議員

八幡市議会議員

明石市議会議員

芦屋市議会議員

桜井市議会議員

天理市議会議員

大和郡山市議会議員

大阪府忠岡町議会議員

大阪府岬町議会議員

奈良県平群町議会議員

奈良県平群町議会議員

奈良県川西町議会議員

長畑 浩則

島  弘一

岩口 寛治

高山 裕次

溝口  浩

八田 憲児

横須賀 昭男

北川 貴則

松木 義昭

岡田 光司

荻原 文明

遊田 直秋

三宅 良矢

松尾  匡

森田  勝

山田 仁樹

伊藤 彰夫

（ながはた・ひろのり）

（しま・こういち）

（いわぐち・かんじ）

（たかやま・ひろじ）

（みぞぐち・ひろし）

（はった・けんじ）

（よこすか・あきお）

（きたがわ・たかのり）

（まつき・よしあき）

（おかだ・こうじ）

（おぎはら・ふみあき）

（あそだ・なおあき）

（みやけ・よしや）

（まつお・ただし）

（もりた・まさる）

（やまだ・ひとき）

（いとう・あきお）

摂大A58

工大高C47

工大B50

工大M54

工大A56

工大高G52

工大C48

摂大SH3

短大C51

工大DH3

工大D54

工大A45

工大高GH10

摂大LH10

短大A42

摂大A59

工大A51

平成27年に実施された選挙で、校友が再選・初当選されました。
心からお慶び申し上げ、ご紹介します。（判明分のみ掲載）

祝
　
第
99
回
春
の
大
淀
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、好
天

に
恵
ま
れ
穏
や
か
な
気
候
の
中
で
、参
加
申
込
の

あ
っ
た
44
人
の
校
友
が一
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
な
く

無
事
に
開
催
さ
れ
た
。

　
開
催
場
所
は
、開
場
50
年
の
歴
史
を
誇
り
伝

統
あ
る
兵
庫
県
の
能
勢
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
。山

岳
コ
ー
ス
特
有
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ア
ン
ジ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
、何
よ
り
も
グ
リ
ー
ン
が

小
さ
い
う
え
に
、ク
ラ
シ
カ
ル
な
コ
ー
ス
ら
し
く
ベ
ン

ト
グ
リ
ー
ン
で
あ
り
な
が
ら
高
麗
芝
の
強
い
目
が

残
っ
て
い
る
。更
に
は
、砲
台
グ
リ
ー
ン
で
一
度
外
す

と
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、皆
さ
ん
グ
リ
ー
ン
ま

わ
り
で
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
た
様
子
。

　
競
技
終
了
後
の
懇
親
会
で
表
彰
式
を
行
い
、

上
位
入
賞
者
・
飛
び
賞
・
B
G
賞
・
B
B
賞
・
B
M

　
学
園
＆
大
淀
会
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
学
園
教
職
員
・
在

学
生
な
ど
42
人
、校
友
47
人
の
総
勢
89
人
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
快
晴
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、格
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
と
な
り
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
す
絶
好
の
機
会
と

な
っ
た
。午
前
8
時
45
分
に
集
合
が
か
か
り
、大
淀
会
幹
事

か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
ル
ー
ル
説
明
後
、午
前
9
時
に
東
、西
、

南
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
今
回
は
初
め
て
、工
大
8
人
・
摂
大
７
人
の
ゴ
ル
フ
部
員

と
、工
大
ゴ
ル
フ
部
の
大
坪
コ
ー
チ
も
特
別
参
加
さ
れ
、従

来
に
は
な
か
っ
た
雰
囲
気
の
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。特
に
、最
初

は
ゴ
ル
フ
部
員
の
緊
張
し
た
面
持
ち
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
プ
レ
イ
終
了
後
に
は
、成
績
発
表
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

賞
品
は
幹
事
の
肝
入
り
で
、国
産
松
茸
、ス
テ
ー
キ
用
牛

肉
、蒲
鉾
の
詰
め
合
せ
な
ど
、豪
華
食
品
が
多
数
用
意
さ

れ
、順
位
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
人
に
行
き
渡
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
た
。

　
成
績
は
幹
事
の
呉
宮
仁
鎬
氏（
短
大
M
60
）が
グ
ロ
ス

75
、ネ
ッ
ト
67.8
で
優
勝
し
、ベ
ス
グ
ロ
賞
も
獲
得
、翌
日
を
最

後
に
勇
退
さ
れ
る
井
上
工
大
学
長（
当
時
）か
ら
優
勝
杯
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　
ゴ
ル
フ
部
員
に
感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ「
社
会
人
と
プ
レ
イ

す
る
機
会
は
少
な
く
、有
意
義
な
経
験
で
あ
っ
た
こ
と
を
是

非
後
輩
た
ち
に
も
申
し
送
り
ま
す
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
の
合
同
コ
ン
ペ
は
、前
回
か
ら
毎
年
学
園
の
創
立
記
念

日（
10
月
30
日
）に
開
催
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
、

次
回
開
催
は
日
曜
日
に
当
た
る
。

　
校
友
各
位
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
増
田
　
宏
韶
）

大
淀
会
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

学
園
＆
大
淀
会
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時
　
平
成
27
年
4
月
21
日（
火
）

場
所
　
能
勢
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

日
時
　
平
成
27
年
10
月
30
日（
金
）

場
所
　
ア
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
三
田

賞
・ド
ラ
コ
ン
賞
・ニ
ア
ピ
ン
賞
と
し
て
高
級
ス
テ
ー
キ
や
ゴ
ル
フ
用
品
な
ど
大
変
嬉

し
い
品
物
が
授
与
さ
れ
た
。

●
優
　
勝
　
高
島 

叔
孝
氏（
短
大
A
45
）【
グ
ロ
ス 

90
／
N
E
T 

73.2
】

●
準
優
勝
　
服
部 

貢
氏(

工
大
A
34)

【
グ
ロ
ス 

88
／
N
E
T 

74.8
】

●
３
　
位
　
野
畑 

一
雄
氏（
工
大
C
46
）【
グ
ロ
ス 

97
／
N
E
T 

75
】

　
ま
た
、会
則
の
改
正
が
参
加
者
に
諮
ら
れ
、満
場
一
致
で
次
回
か
ら
新
会
則
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。1
0
0
回
目
を
迎
え
る
記
念
コ
ン
ペ
は
盛
大
に
執
り
行

う
よ
う
企
画
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
懇
親
が
深
ま
る
中
、秋
に
開
催
の
コ
ン
ペ
案
内
後
に
散
会
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　（
呉
宮
　
仁
鎬
）

平成28年５月１１日(水)

平成28年度の「大淀会」開催予定のお知らせ

場  所：よみうりカントリークラブ
（兵庫県西宮市塩瀬町名塩北山）

開催日

学園＆大淀会合同ゴルフコンペ
平成28年１０月３０日(日)
場  所：愛宕原ゴルフ倶楽部
（兵庫県宝塚市切畑字長尾山 5-3）

開催日

※詳細は、決まり次第学園校友会ＨＰなどでもご案内します

選挙日 役　　職 氏　　名 卒科年

4月12日（日）

4月26日（日）

大阪府議会議員

大阪府議会議員

大阪府議会議員

大阪府議会議員

奈良県議会議員

石川県議会議員

徳島県議会議員

佐賀県議会議員

大阪市議会議員

大阪市議会議員

大阪市議会議員

高槻市議会議員

高槻市議会議員

吹田市議会議員

豊中市議会議員

池田市議会議員

池田市議会議員

枚方市議会議員

寝屋川市議会議員

寝屋川市議会議員

守口市議会議員

守口市議会議員

守口市議会議員

門真市議会議員

門真市議会議員

四條畷市議会議員

伊良原 勉

大山 明彦

中野  剛

橋本 和昌

西川  均

米田 昭夫

藤田 元治

原  康彦

明石 直樹

金沢 一博

守島  正

森本 信之

宮田 俊治

後藤 恭平

酒井 弘行

前田  敏

小林 義典

田口 敬規

北川 健治

森本 雄一郎

上田  敦

竹内 太司朗

水原  慶明

中道  茂

堀尾 晴真

大矢 克巳

（いらはら・つとむ）

（おおやま・あきひこ）

（なかの・つよし）

（はしもと・かずまさ）

（にしかわ・ひとし）

（よねだ・あきお）

（ふじた・もとはる）

（はら・やすひこ）

（あかし・なおき）

（かなざわ・かずひろ）

（もりしま・ただし）

（もりもと・のぶゆき）

（みやた・しゅんじ）

（ごとう・きょうへい）

（さかい・ひろゆき）

（まえだ・さとし）

（こばやし・よしのり）

（たぐち・よしのり）

（きたがわ・けんじ）

（もりもと・ゆういちろう）

（うえだ・つとむ）

（たけうち・たいしろう）

（みずはら・よしあき）

（なかみち・しげる）

（ほりお・はるまさ）

（おおや・かつみ）

啓光高GH3

工大E54

工大CH8

工大高G61

工大B45

工大C42

摂大A59

高専A50

工大C56

工大K47

工大高GH12

工大CH12

工大Ｋ51中退

工大CH16

短大C52

短大M50

工大DH7

啓光高GH5

工大M47

摂大JH9

工大高E47

啓光高GH13

啓光高GH12

高専C54

摂大SH24

摂大S63

※平成27年5月ご逝去
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支
部
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

新
年
名
刺
交
換 

学
園
・
各
支
部

学校法人常翔学園北海道支部
支 部 長

副支部長

〃

幹 　 事

会 　 計

監 　 査

〃

中 谷 暁 生
岡 　 　 孟
高 橋 陽 一
岡 山 豊 昌
橋 本 信 昭
山 下 政 紀
原 田 裕 功

理 事 長

大阪工業大学
学　　長

摂南大学
学　　長

広島国際大学
学　　長

常翔学園
中学・高校 校長

常翔啓光学園
中学・高校 校長

久禮哲郎

西村泰志

八木紀一郎

焼廣益秀

北尾元一

里村　裕

東北支部
支部長・理事

事務局　〒981-1245 
　　　　　　　　　　　宮城県名取市ゆりが丘1-8-13

中出和人（Ｃ４６）

大阪工業大学学園校友会関東支部
広島国際大学校友会関東支部　　
東  芳  会

会 長 　石垣英明（ＤＳ４１）
会員一同

富山県支部
名誉顧問

相 談 役

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

事 務 局

〃

〃

監　　査

太田　澄
中田昭夫・此川阜二夫
林　富男・関口孝志
荒木　甫・小川秀明
河合初男
高島麟太・明吉幹雄
新木清治
石永裕明
福田正伸・高林博俊
森　　登・出戸端譲
水島喜和・藤原芳人
高柳昌人・平田　智

北陸支部
米田昭夫
新井重男・河上祐順
長田　斉・右近久喜
堀野順治・池田壽男
宮崎喜昌
東　正幸
高　政俊・酒井行雄
恒川　泰
田井芳洋・野崎健二
池多時道
野村哲司

名誉顧問

相 談 役

　

理　　事

支 部 長

副支部長

事務局長

事 務 局

　

監　　査

福井県支部
顧　　問
相 談 役
支 部 長
副支部長
事 務 局
監 　 査

時岡　忍
藤澤　寛
阿戸元宏
浅井貞一・本田　章
佐々木基之
小野田利憲

愛知県支部
支 部 長

副支部長
会 　 計
事 務 局

浅 菜 宝 明
中 野 辰 英
多々内丈雄

三重県支部
顧　　問

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

会　　計

監　　査

〃

落 合 弘 明
奥 井 明 男
瀬 木 　 慧
藪 　 光 忠
中 尾 修 也
伊 東 敏 之
大 森 哲 也
山 川 耕 治
今 井 孝 明

滋賀県支部奈良県支部
支 部 長

副支部長

〃

〃

馬場敏一
守野清六・白井勝好
籔本俊作・嶋林　勉
小野　周・西村健治

京都府支部
支 部 長

副支部長

〃

事務局長

川 嶋 昌 幹
吉 田 健 史
田 中 真 宏
川 端 克 久

支 部 長 樋 上 幸 夫支 部 長 藤 井 之 孟

支 部 長 加藤昌男

顧　　問

〃

相 談 役

支 部 長

副支部長

〃

〃

幹 事 長

事務局長

会　　計

副 会 計

会計監査

〃

幹　　事

〃

青年部長

村 本 昌 亮
西 川 　 均
眞 野 康 彦
味 波 　 亨
山 上 雄 平
鳥 井 　 晃
梶 本 勝 裕
西 田 嘉 弘
池 田 友 活
本 田 義 蔵
山 本 　 勉
山 東 政 幸
中 尾 七 隆
髙 岡 光 男
上 田 義 雄
山 田 勝 輝

和歌山県支部

高槻支部
名誉顧問

支 部 長

副支部長

〃

幹 事 長

事務局・会計

監　　査

参　　与

江村利雄
根来道徳
吉田嘉治
藤田頼夫
杉原　尚
福山史朗
長野幸一・稲垣芳広
吉田達雄・中田政春
山下捷雙・中尾鐡之丞
上西嘉男

顧　　問
相 談 役
〃

参　　与
支 部 長
副支部長
幹 事 長
会　　計
会計監査
青年部長

上田嘉夫
加藤秀治・藤井為之
美崎良史・奥野　保
太田　澄・里千三郎
織田幹範
緒方博光・藤井康之
加藤眞一
上田憲寿
矢延正信
中野　剛

茨木支部

摂津支部

事務所　〒566-0046 摂津市別府1-7-9
TEL 06-6349-0579

吹田支部

事務所　〒564-0038 吹田市南清和園町7-11
　　　　㈱藤井精密内（藤井之孟）
　　　 TEL 06-6317-1345

豊中支部

会 員 一 同
事務局　〒560-0022 豊中市北桜塚1-2-1

TEL 06-6841-0361

箕面支部

会 員 一 同

池田支部
相 談 役

〃

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

書　　記

会　　計

監　　査

青年部長

藤田善久・原田明治
勝又国雄・清水正雄
前田　敏
小林義典
福井康二
南　哲夫
中村久士
片山正彦
星川光弘・三原光治
東本秀彦

岡田賢一（Ｃ４７）ＴＥＬ 022-386-2284

池上春雄・大西義明・河野勝則
木原芳彦・正田照夫・高木雄一郎
田中那華男・中田惠三・永石辰一
西田善章・橋本善治・長谷川昌弘
田中雅之・三田　薫・吉田　浩
吉田宣郎・河村康弘・高根道知

常任幹事
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支
部
活
性
化
の
た
め
、総
会
な
ど
各
種
行
事
へ
の

参
加
者
が
一
人
で
も
多
く
増
え
る
よ
う
、学
園
校
友

会
本
部
で
は
各
支
部
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、

年
に一
度
表
彰
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、前
回
を
上
回
る
６
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。平
成
27
年
４
月
16
日（
木
）開
催
の

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
選
考
委
員
会
に
て
新
奇
性
や
実
現

性
、継
続
性
な
ど
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
審
査
が
行
わ

れ
、そ
の
結
果
、最
優
秀
賞
に
は
枚
方
支
部
、優
秀
賞

に
尼
崎
支
部
、特
別
賞
に
は
福
岡
県
支
部
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。５
月
に
開
催
し
た
平
成
27
年
度

理
事
会
に
て
表
彰
状
と
副
賞
の
贈
呈
式
を
行
い
、各

支
部
の
代
表
か
ら
は
今
後
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
枚
方
支
部
か
ら
は
二
つ
の
提
案
が
あ
り
、一つ
目

は
青
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
で
あ
っ
た
。青
年
層
が
興
味
を
持
つ
テ
ー
マ
で
年

間
を
通
じ
て
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

計
画
を
立
て
、

一
昨
年
11
月
に

開
催
し
た
住
宅

購
入
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
に
は

22
人
が
参
加

し
、新
た
な
青

年
層
会
員
の
獲

得
に
繋
が
っ
た
。

ま
た
、平
成
27

年
12
月
に
開
催

し
た
介
護
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、摂
大
看
護

学
部
長
の
後
閑
教
授
を
講
師
に
招
く
な
ど
、支

部
と
学
園
設
置
校
と
の
絆
を
強
め
る
こ
と
に
も

貢
献
す
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
二
つ
目
は
広
報
活
動
の
充
実
で
、行
事
の
開
催

案
内
や
会
員
の
紹
介
を
行
う「
枚
方
支
部
ニ
ュ
ー

ス
」を
年
に
４
回
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、多
く
の

卒
業
生
へ
支
部
の
活
動
状
況
を
視
覚
で
訴
え
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
尼
崎
支
部
は
、支
部
の
活
性
化
と
と
も
に
支
部

間
の
交
流
を
促
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、大
阪
城

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
を
提
案
し
た
。実
際
に

平
成
26
年
か
ら
阪
神
６
支
部
と
し
て
同
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
。幅
広
い
年
齢
層
の
会
員
19
人
が
参
加

し
、協
力
し
て
完
走
す
る
と
い
う
一つ
の
大
き
な
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、記
録
更

新
と
い
う
目
標
設
定
を
行
う
こ
と
が
容
易
で
あ

り
、今
後
の
継
続
性
に
つ
い
て
も
高
い
内
容
と
言

え
る
。昨
今
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
全
国
各

地
で
ご
当
地
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、多
く

の
支
部
が
悩
む「
若
手
の
会
員
の
獲
得
」を
考
え

る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
提
案
と
な
っ
た
。

　
福
岡
県
支
部
は
、支
部
会
員
の

結
束
力
の
強
化
を
め
ざ
し
、新
規

事
業
と
し
て「
た
び
倶
楽
部
」を
設

置
し
た
。誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
念
頭
に
家
族
も
同
伴
可

能
と
し
た
ほ
か
、健
康
促
進
の
た
め

一
定
の
散
策
を
行
程
に
取
り
入
れ

る
な
ど
、参
加
者
に
対
す
る
様
々
な

配
慮
が
見
ら
れ
た
。平
成
26
年
秋

に
は
17
人
が
参
加
し
て
土
木
遺
産

見
学
会
と
観
光
め
ぐ
り
を
開
催
。

大
変
好
評
を
得
て
通
年
開
催
が
決

定
し
た
。本
企
画
は
、支
部
活
性
化

の
た
め
の
具
体
的
な
事
業
モ
デ
ル

と
な
っ
た
。

平
成
26
年
度

支
部
活
性
化
の
た
め
の

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ会長より表彰状を授与された鈴木枚方支部長（左）

朝倉市近郊での遺産めぐりの様子

枚方支部
ニュース

平成27年3月開催のリレーマラソン

完走の
記録証

　現在、平成27年度のアイデアコ
ンペを受付中です。既に行われたも
のや現在計画中のものなど問いませ
んので、ぜひ気軽にご応募ください。

最優秀
賞

尼
崎
支
部

優秀
賞

福
岡
県
支
部

特別
賞

支部活性化に向けた
みなさんからのアイデアを
お待ちしております。

を
実
施
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新
年
名
刺
交
換 

各
支
部

新
年
名
刺
交
換 

各
支
部

相 談 役
〃
〃

支 部 長
副支部長
〃

会　　計
監　　査
幹　　事
〃
〃
〃
〃

亥埜良雄・芦田多喜雄
北村七良・藤倉　徴
奥田政雄
若松富士男
雲川康彦・下江康夫
端野敦夫
原田奉紀
江森利夫・吉山建雄
成宮一男・天羽孝則
中井吉和・植田耕司
野田明男・坂山典久
前田浩司・木内哲哉
雨田　賢・井上哲也
善家昭二・桑原顕一

北 川 健 治
乾 　 敏 夫
吉 岡 剛 士
寺地洋一郎
田 中 　 猛
道 上 武 二

支 部 長
副支部長
〃

幹 事 長
監　　査
〃

支 部 長
副支部長
〃
〃

相 談 役

中川龍美
橋本三千穂
南出正和・齋藤精二
登　定次・木櫛祥文
越前屋棟・中野鬼子夫

事務局　㈱藤原設計測量事務所内
〒571-0066 門真市幸福町1-42　TEL 06-6908-6041

早川　勝
麻田幹彦
橋本和昌
牧野幸保・井坂良輔
北田幸明・衣田順一
増田靖夫

支 部 長
相 談 役
顧　　問
副支部長
〃

幹 事 長

東大阪支部
支 部 長

副支部長

〃

河野啓一
笹谷勇介
林田英徳

顧　　問
支 部 長
副支部長
〃

相 談 役
事務局長

芦田武夫
大山明彦
西川　充・神保義一
呉宮仁鎬
吉村晴之
比良純高
他役員一同

南河内支部
相 談 役

〃

〃

支 部 長

副支部長（羽曳野）

〃（藤井寺）

〃（富田林）

〃（富田林）

〃（河内長野）

〃（大阪狭山）

〃（南河内）

幹 事 長

会　　計

監　　事

〃

事 務 局

〃

梅川喜久雄
松 尾 福 寿
中 林 嗣 貴
井 上 正 一
松 島 　 保
岩 口 寛 治
巽 　 照 幸
高 山 裕 次
川 上 利 治
上 田 幸 男
西 川 　 久
今 澤 光 男
道 本 克 秀
西 村 猛 省
伊 庭 純 夫
松 原 正 明
工 藤 直 人

特別顧問

常任顧問

〃

〃

〃

顧　　問

〃

相 談 役

〃

支 部 長

副支部長

〃

幹 事 長

会　　計

総務部長

事業部長

広報部長

青年部長

監　　査

〃

久 禮 哲 郎
土 師 幸 平
西 村 　 調
竹 村 幸 朗
山澤平八郎
前 山 　 勝
塩 谷 　 勝
辻 井 博 彦
島 田 憲 明
吉 田 勝 也
土 中 　 昇
岡 山 英 夫
中 垣 雅 弘
渡 辺 光 正
福 本 悧 明
網 野 俊 明
池 田 典 隆
深 井 重 行
河 井 聖 憲
坂 本 　 彰

堺支部

泉州支部
支 部 長

副支部長

〃

幹 事 長

副幹事長

〃

会　　計

監　　査

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

𠮷 村 　 譲
久 井 純 一
山 崎 雅 雄
溝 口 　 浩
吉 野 正 美
柴 田 正 明
岸 野 光 都
藤 木 邦 雄
山 野 喜 弘
高 橋 明 裕
越 智 嗣 夫
高 田 　 定
竹 永 雅 實
中 尾 忠 史
瀧 谷 幸 一
真 辺 　 敬

支 部 長 西村茂春

泉南支部
金沢一博
三宅昭栄
田付和伸
徳永淳三

支 部 長

副支部長

〃

幹　　事

西大阪支部

守口門真支部

旭・都島支部

役員一同

城東・鶴見支部
相 談 役

〃

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

〃

〃

事務局長

会　　計

書　　記

〃

企　　画

青 年 部

〃

〃

監　　査

〃

〃

松本好雄
福田佳哲
明石直樹
林　孝史
西下　進
田中久雄
明　孝行
酒崎隆弘
原　規晃
加島哲也
松岡勝己
前田典子
長田京助
西岡　治
池永隆嗣
西下信也
山田秩華
柴田喜文
川濵隆司
衛藤政宣

（工大Ａ３５）
（短大Ｍ４３）
（工大Ｃ５６）
（工大Ｍ４２）
（高校Ａ４５）
（工大Ｋ５３）
（工大Ｄ４６）
（工大Ｋ５１）
（工大Ｂ５０）
（工大Ｃ５６）
（工大Ｄ５１）
（短大Ａ０５）
（工大Ｃ０６）
（高校Ｊ４４）
（短大Ｃ０８）
（工大Ｍ０８）
（短大Ｍ０９）
（工大Ｅ４３）
（工大Ｃ５５）
（工大Ａ５２）

川西支部
支 部 長  髙田哲彦

役員一同支 部 長  河野典勝
役員一同 〒666-0115 川西市向陽台１－５－４６

平岡方内
ＴＥＬ 090-1445-0116　ＦＡＸ 072-344-5552

宝塚支部
相 談 役

〃

支 部 長

副支部長

岡崎茂雄・和田　力
田中凱男
礒野幸夫
福井啓昭・内匠眞徳

伊丹支部
顧　　問
相 談 役
支 部 長
副支部長
〃

会　　計
事務局長
監　　査
〃

幹　　事
〃
〃
〃

前 田 茂 夫
徳 山 幸 信
林 　 義 和
辻 本 良 男
濱 片 正 晴
児 島 正 徳
藤 原 健 次
寺 本 文 僴
林 　 幹 郎
樋 口 麻 人
増田貴美夫
山 本 皓 平
平 岡 秀 文

尼崎支部
相 談 役
支 部 長
（本部理事）
副支部長
副支部長
（事務局長兼）
会　　計

監　　査

〃

事業部長

幹 事 長

小竹卯三次
鐘ヶ江明男
松 永 𠮷 市
坂元武一郎
成 松 幸 司
金 井 崇 浩
岩 出 和 義
松 永 𠮷 市
蓼 沼 　 優
幹 事 一 同

六甲支部
上 村 俊 弘
陰 山 恭 道
今 栄 利 熊
門 脇 享 一
畑 中 輝 夫
寺 西 芳 明
村 上 榮 一
田 中 淳 之
早 水 勝 徳
谷 守 正 康
田 中 義 巳
越 本 昌 弘
向 井 　 淳
平 井 正 博

顧　　問

〃

相 談 役

〃

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

〃

会　　計

監 査 役

〃

事務局長

橋 間 　 修
糟 谷 浩 造
加 納 繁 男
竹 松 　 勉
松 尾 富 貴
藤 本 　 隆
藤 原 和 俊
橋 本 雅 喜
加 藤 克 昭
藤 原 寿 友

支 部 長

副支部長

〃

〃

〃

会　　計

監　　査

〃

事務局長

事 務 局

東播支部

姫路支部

妹島柏雪支 部 長

支部長 鈴木和夫

問合せ・連絡先

（有）手嶋測量設計　手嶋
枚方市大垣内町2-7-3
TEL 072-841-7000

鳥取県支部 西宮支部
支 部 長
副支部長（東部）

副支部長（中部）

副支部長（西部）

澤 田 廉 路
滝 山 耕 一
鈴木由記夫
松 本 耕 紀

島根県支部
顧　　問
理　　事
支 部 長
副支部長
幹 事 長
事務局長

原　正雄・梶谷宗克
石田正直
宮原　勉
杉原　徹
高尾　進
安達盛二

支 部 長

副支部長

〃
副支部長
兼事務局長

板矢文雄
橋本明廣
三垣千秋
畑　　尚

（C43)

（A46)

（C48）

（C56)

岡山県支部

支 部 長
副支部長
〃

事 務 局
〃

野田幸男
小林　豊・岡本満也
安田幸治
建内宏一・大谷直希
高橋秀典

広島備後支部

西宮支部では、皆さんのご参加をお待ちしております。

に：二十三から八十四歳
し：生涯通した友になる
の：飲んで語ろう
み：みんなでつなごう
や：やっぱり楽しい校友会

TEL 090-4645-3179（平野）

広島安芸支部
支 部 長

副支部長

〃

〃

〃

会計・監査

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

事 務 局

相 談 役

顧 　 問

〃

〃

松 本 孝 司
金 井 三 郎
梶 梅 順 市
石 井 　 勝
堤 　 孝 信
井手原  稔
本 光 昌 昭
児 玉 勝 征
宮 川 孝 央
山 﨑 　 勇
苗 村 雅 和
万 代 　 透
松 岡 友 夫
景 山 清 史
北 山 　 忍
樋 口 達 也
新 宅 　 宏
梶 津 圭 右
松岡幹太郎
栗 岡 勇 次
真 田 英 明

香川県支部

事務局　〒761-8081 高松市成合町516-1
ＴＥＬ 087-885-1389

中野義弘
太田　元・熊谷國次
高橋　満
瀬尾勝己・河西清昭

支 部 長
副支部長
〃

事 務 局

徳島県支部

福岡県支部

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

横手晋一郎
松 本 祐 一
山 田 隆 治
木 宮 正 延
会 員 一 同

愛媛県支部
相 談 役

支 部 長

副支部長

〃

〃

幹　　事

〃

Ｈ．Ｐ担当

事務局長

安 藤 和 夫
兼 久 芳 雄
高 松 昭 二
長 野 和 幸
菅 原 眞 文
伊 達 仲 秋
渡 部 泰 弘
清 水 敏 夫
大 西 茂 義

榎並谷哲夫・山本平四郎
永野正展
森部慎之助
橋詰辰男・公文高志

顧　　問

〃

会　　長

副 会 長

高知県支部

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

石 川 哲 夫
加 藤 訷 也
島 田 佳 洋
江 村 広 光

北九州支部

長崎県支部

堺城北会支部 鹿児島県支部 宮崎県支部

府窓会支部

奥村城北会支部

大成城北会支部

ＦＵＤＯ城北会支部

近畿工大会支部鴻池城北会支部

村本城北会支部

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

平 野 　 傳
古 賀 丈 雄
長 野 紘 一
加 悦 明 良

大分県支部

福岡　孝
松嶋祐治
田　一幸
藤川孝次
福永三男・藤河繁利
今村　浩

顧　　問

相 談 役

理 　 事

支 部 長

副支部長

事 務 局

熊本県支部

支 部 長 　木村祐一
　      （短大A４３）

事務局　〒885-0005 宮崎県都城市神之山町4824
真栄産業㈱内　水越賢二
　ＴＥＬ 090-4990-0431

支 部 長

森田　順

山口耕市
吉満智宏
加藤芳徳
伊東寛之
前田忠知
入江　正
山室秀介
岸本邦一
和田　聡
北口達也

（大阪府庁在職職員で組織）

会　　長

副 会 長

〃

〃

会計監査

総務部長

事業部長

企画部長

財務部長

青年部長

きんでん支部

大阪工業大学学園技術士会

山 川 博 司
松 岡 憲 生
上 垣 泰 久
高 谷 　 孝
馬 場 秀 和
三 橋 　 昭
高 原 英 明
藤 原 信 也
穂 苅 研 二
伊 藤 敏 彦
筋 原 啓 之

特別顧問

顧　　問

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

会　　計

会計監査

〃

会 　 長 　田口定一
眞縣幸久
久保田広法・今井　宏
柴田泰英・酒井泰一
永井貴志
相原成史

支 部 長

理　　事

〃

〃

会　　計

顧　　問

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

事 務 局

〃

〃

〃

会　　計

監　　査

井 坂 良 輔
清 水 幸 二
井 上 哲 次
野 口 久 雄
濱 本 好 弘
中 江 耕 一
中 右 敏 明
岩 崎 和 宏
山 中 健 大
橋 本 庄 司
阿 部 行 央
横 山 　 明

名誉顧問
顧　　問
支 部 長
副支部長
〃

事 務 局

川畑雅一
堀内秀悟
上村孝三
西岡政彦・村上幸彦
北野孝之
川島研二

中 野 義 博
市 岡 　 武
山 本 直 二
片 山 整 一
米 田 秀 信
植 林 　 充
田 中 大 介
中 村 　 敦
鬼 気 敏 弘

顧　　問

支 部 長

副支部長

〃

〃

事務局長

会　　計

監 査 役

〃

渡 辺 一 敏
衣 裴 隆 志
福 田 　 収
竹 内 　 徹
上 山 隆 司
今 田 憲 夫
松 永 昇 次
金 村 和 生
杉 森 克 己
米田理之助
嵩 原 安 孝

顧　　問

〃

〃

〃

会　　長

副 会 長

〃

〃

〃

監　　査

〃

交野支部寝屋川支部大東畷支部 ひらかた支部

八尾・柏原支部

土師幸平
島田憲明
左近考明・七堂元敏
河島敏浩・幸田省吾

名誉顧問

支部長（会長）

副 会 長

監 査 員

佐 藤 勝 憲
木 戸 浩 幸

支 部 長
理　　事

副支部長

西 浩 太 郎
茶 圓 　 昇
山 内 康 功
大 坪 憲 市
三 明 　 修
有 馬 安 治
松 尾 光 高

相 談 役

〃

支 部 長
理　　事

副支部長

〃

事務局長

会　　計

青年部発足
会員募集中

枚方市
ひこぼしくん

ラグビーのまち東大阪

白木秀彦
田中邦夫
中島悦郎・梶木敏明
柄　和彦
黒木照雄

理　事
支部長
副支部長

事務局
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学
校
別
校
友
会
の
活
動

学
校
別
校
友
会
の
活
動

校友会
開
催
日
順
に
掲
載
活動の

学 校 別

　
平
成
27
年
11
月
７
日（
土
）、太
閤
園
に
お
い
て
会

員
や
家
族
、来
賓
な
ど
を
合
わ
せ
、過
去
最
高
の
約

２
５
０
人
が
参
集
し
、総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、母

校
摂
南
大
学

の
創
立
40
周

年
を
記
念
し

て
作
成
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映

さ
れ
、懐
か
し

い
思
い
出
に

浸
っ
た
後
、各

種
事
業
の
報

告
が
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
懇

親
会
で
は
、昨

年
度
の
和
歌

山
県
す
さ
み

町
と
の
連
携

事
業
と
同
様

の
和
歌
山
県
由
良
町
と
の
取
り
組
み
や
、摂
大
の
各

種
学
生
団
体
代
表
者
ら
の
紹
介
、由
良
町
特
産
品

を
賞
品
と
し
た
恒
例
の
大
抽
選
会
に
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
た
。今
回
、初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

「
校
友
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
」が
会
場
内
に

設
置
さ
れ
た
。こ
の
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
前
で
は
、次
々

と
懐
か
し
い
友
人
や
恩
師
の
先
生
方
と
記
念
写
真

過
去
最
多
の
参
加
者
で

母
校
の
創
立
40
周
年
を
祝
う

摂
南
大
学
校
友
会
総
会

池
田
市
伏
尾
町
の

久
安
寺
を
訪
ね
て

高
専
会
秋
の
研
修
会

卒
業
ア
ル
バ
ム
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映

広
島
国
際
大
学
校
友
会
総
会

工
大
校
友
会
へ
の
合
流
で

最
後
の
総
会
を
開
催

工
専
ク
ラ
ブ
総
会

女
性
参
加
者
が
増
え
、

更
に
絆
が
強
く
な
る

短
大
大
宮
会
総
会

学
園
創
立
１
０
０
周
年
ま
で

名
誉
あ
る
存
続
を
目
指
す

学
院
ク
ラ
ブ
総
会

　
平
成
27
年
９
月
19
日（
土
）、ホ
テ
ル
大
阪
弥
生
に

て
13
人
の
参
加
の
も
と
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。前
年

度
の
行
事
報
告
、決
算
・
監
査
報
告
、当
年
度
予
算

案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。最
後
に
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
津
村
会
長
よ
り

　
①
高
齢
化
が
進
む
会
の
運
営
を
維
持
す
る
た

め
、工
大
校
友
会

と
合
流
し
、そ
の

中
で
活
動
を
続
け

る
方
向
で
議
論
を

重
ね
た

　
②
昨
年
末
、直

接
工
大
校
友
会
と

の
話
し
合
い
が
持

た
れ
、そ
の
結
果

工
大
校
友
会
の
好

意
的
な
理
解
を
得

て
合
流
の
方
向
に

進
ん
で
い
る

　
と
の
説
明
の

　
平
成
27
年
９
月
５
日（
土
）、天
満
橋
の
東
天
紅

で
、49
人
の
出
席
を
得
て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
。

学
園
よ
り
前
田
学
園
理
事
長
代
理
、内
山
学
園
校

友
会
長
ほ
か
、

各
校
友
会
の

代
表
の
方
々
に

ご
臨
席
を
賜
っ

た
。
懇
親
会

は
、雄
倉
元
短

大
学
長
の
乾

杯
の
発
声
で

始
ま
っ
た
。
昭

和
41
年
か
ら

平
成
18
年
ま

で
の
卒
業
生
が

一
堂
に
集
ま

り
、年
代
を
超

え
楽
し
い
話
に

盛
り
上
が
る
。

数
人
が
舞
台

に
上
が
っ
て
当

　
晴
天
が
ず
っ
と
続
い
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直

後
の
平
成
27
年
５
月
９
日（
土
）、学
園
・
研
修
セ
ン

タ
ー
で
総
会
を
開
催
。予
報
は
雨
だ
っ
た
が
好
天
に

恵
ま
れ
、17
人
の
会
員
参
加
の
も
と
奥
田
政
雄
氏

（
A
32
）を
議
長
に
選
任
。提
案
議
案
は
全
て
可
決

し
、役
員
全
員
の
留
任
が
承
認
さ
れ
た
。懇
親
会
は

来
賓
に
前
田
学

園
理
事
長
代

理
、内
山
学
園

校
友
会
長
、野

口
摂
大
校
友

会
副
会
長
他

５
校
友
会
か
ら

代
表
役
員
を

お
招
き
し
、再

任
さ
れ
た
清
水

三
四
郎
会
長

（
C
29
）の
あ
い

さ
つ
で
開
会
。

長
老
濵
田
清
治
氏（
M
18
）の
乾
杯
の
発
声
で
懇

親
会
が
始
ま
る
。参
加
者
の
年
齢
は
80
代
中
心
で

70
代
後
半
は
１
〜
２
人
。一
年
毎
に
高
齢
と
な
り
、

参
加
人
数
も
減
少
し
て
い
る
。今
回
は
、会
費
を
２

千
円
軽
減
し
た
結
果
、多
少
参
加
人
数
が
増
加
し

た
。当
会
は
各
校
友
会
の
中
で
は
最
も
歴
史
が
古

く
、創
立
以
来
の
長
い
伝
統
が
あ
る
。学
園
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
時
ま
で
名
誉
あ
る
存
続
を
果

た
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。（

清
水 

三
四
郎
）

時
の
思
い
出
を
披
露
し
、「
そ
う
か
、あ
の
時
は
こ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
な
ぁ
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出

に
浸
る
。今
回
は
な
ん
と
女
性
の
参
加
者
が
７
人

も
あ
り
、そ
の
中
で
初
参
加
の
松
本
加
代
子
さ
ん

（
A
51
）も
自
身
の
学
校
で
の
思
い
出
を
舞
台
で
披

露
す
る
な
ど
、短
大
大
宮
会
の
絆
が
更
に
強
ま
っ

た
。時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
く
、「
さ
ぁ
、手
を
振
ろ

う
」を
全
員
で
歌
い
、佐
々
木
相
談
役
の
中
締
め
の

あ
い
さ
つ
、中
林
相
談
役
の
一
本
締
め
で
終
了
し

た
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
髙
橋
　
明
裕
）

　
平
成
27
年
10
月
10
日（
土
）、広
島
国
際
大
学

広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と

総
会
を
開
催
し
た
。当
日
は
、15
階
の
幟
町
カ
フ
ェ

に
て
、焼
き
立
て
パ
ン
の
無
料
配
付
や
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
し
、参
加
者
は
当
時

を
懐
か
し
み
な
が
ら
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。ま

た
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、一
部
の
学
科
に
お

い
て
卒
後
教
育

研
修
会
を
実

施
し
、各
教
室

で
は
卒
業
生
が

久
し
ぶ
り
の
講

義
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。
そ
の

後
、会
場
を
ホ

テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク

広
島
に
移
し
懇

親
会
を
開
催
。

総
勢
１
８
０
人

以
上
が
参
加

し
、恩
師
や
友

人
た
ち
と
の
再

会
を
喜
び
、話

に
花
を
咲
か
せ

て
い
た
。途
中
、特
別
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
退
職

さ
れ
た
先
生
方
の
紹
介
や
、広
島
国
際
大
学
吹
奏

楽
部
の
学
生
の
華
や
か
な
演
奏
に
も
耳
を
傾
け
な

が
ら
、盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。　（
郷
原
　
肇
）

後
、工
大
校
友
会
へ
の
合
流
に
つ
い
て
議
決
を
諮
り

承
認
さ
れ
た
。 

７
人
の
ご
来
賓
を
迎
え
て
の
懇
親

会
で
は
、北
條
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ロ
ー

か
ら
、工
大
校
友
会
長
と
し
て
工
専
ク
ラ
ブ
と
の
合

流
に
賛
意
を
い
た
だ
い
た
。恒
例
の「
さ
ぁ
、手
を
振

ろ
う
」で
盛
り
上
が
り
、万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
門
脇
　
享
一
）

パッケージツアー（国内、海外）、ＪＲ券、
フェリー、航空券など・・・

個人旅行・グループ旅行・団体旅行 問わず

特に団体旅行は専門スタッフが多数おります！！
お電話お待ちしております！！

旅のことならすべてお任せください

京王観光㈱大阪支店（観光庁長官登録旅行業第10号）
〒550‐0011 大阪市西区阿波座1-3-15 JEI西本町ビル6F

担当者：山本　剛
E－mail:t.yamamoto@keio-kanko.co.jp

ＴＥＬ：06‐6541‐7634　ＦＡＸ：06‐6541‐7636
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旅にかかわるすべてに笑顔を！旅にかかわるすべてに笑顔を！

が
撮
影
さ
れ
、満
面
の
笑
顔
と
と
も
に
来
年
の
再
会

を
誓
い
、閉
会
し
た
。

（
石
橋
　
靖
弘
）

　
平
成
27
年
11
月
15
日（
日
）、伏
尾
の
名
刹
・
久

安
寺
で
研
修
会
を
開
催
、20
人
が
参
加
し
た
。幹

事
長
の
佐
藤
武
氏（
Ｅ
42
）の
知
人
で
あ
る
、国
司

住
職
か
ら
直
々
に
お
寺
の
来
歴
な
ど
の
説
明
を
受

け
、境
内
を

く
ま
な
く
見

学
し
た
。
久

安
寺
は
真
言

宗
の
古
刹

で
、
神
亀
２

（
７
２
５
）年

聖
武
天
皇
の

勅
願
に
よ
り

行
基
菩
薩
が

開
創
し
た
と

伝
え
ら
れ
て

い
る
。
弘
法

大
使
が
留
錫

し
、真
言
密

教
道
場
と
し
て
栄
え
た「
安
養
院
」が
前
身
で
、一

度
は
灰
塵
に
帰
し
た
が
、久
安
元（
１
１
４
５
）年
に

再
興
さ
れ
、「
久
安
寺
」と
改
称
さ
れ
た
そ
う
だ
。

現
在
で
は
花
の
名
所
・
観
光
修
業
道
場
と
し
て
若

い
人
も
訪
れ
る
。そ
の
後
は
隣
地
の
不
死
王
閣
に

場
所
を
移
し
、温
泉
に
入
浴
。昼
食
を
共
に
し
な
が

ら
夕
方
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
、50
周
年
記
念
総
会
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
し

散
会
し
た
。

（
増
田
　
宏
韶
）
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支
部
交
流
会
・
同
窓
会
の
活
動

支
部
交
流
会
・
同
窓
会
の
活
動

「
東
洋
の
ベ
ニ
ス・
堺
」で

お
花
見
散
策
を
開
催

尼
崎
支
部
主
催
行
事

悠
々
32
会
の
集
い
を
開
催

工
大
Ａ
32
卒
同
窓
会

　
平
成
26
年
11
月
18
日（
火
）、傘
寿
を
迎
え
た
メ

ン
バ
ー
20
人
で
、15
回
目
と
な
る
ク
ラ
ス
会
を
開

催
。我
々
の
学
生
時
代
と
い
う
と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
石
炭
で
米
穀
通
帳
持
参
で
配
給
を
受
け
な
が
ら

の
学
生
寮
生
活
だ
っ
た
。そ
れ
で
も
、戦
後
の
復
興

再
建
へ
の
夢
と
希
望
に
満
ち
て
、野
田
清
一
郎
学
長

の
下
、す
ば
ら
し

い
教
授
陣
の
教
え

を
受
け
、卒
業
後

は
各
方
面
へ
飛
び

立
っ
た
。
そ
の
後

も
、大
阪
万
博
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
物
資
不
足

や
、経
済
の
低
迷

不
況
な
ど
様
々

な
経
験
を
乗
り

越
え
て
き
た
仲

間
同
士
、酔
い
が
回
る
に
つ
れ
て
学
生
生
活
の
思
い

出
、職
場
や
家
庭
生
活
、健
康
な
ど
、話
題
は
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
み
、気
分
は
す
っ
か
り
若
返
っ
た
。我
々

の
ク
ラ
ス
に
女
性
が
い
た
こ
と
は
、建
築
界
に
お
い

て
先
駆
け
で
あ
り
、ま
た
マ
ド
ン
ナ
的
存
在
の
彼
女

た
ち
の
真
面
目
さ
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
度
々

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。今
回
の
幹
事
役
の
山
田

氏
に
感
謝
し
、学
園
の
一
層
の
発
展
と
と
も
に
平
和

な
日
本
が
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て

散
会
し
た
。  

　
　
　
　
　
　
　 

（
古
林
　
敏
郎
）

重
吹（
し
ぶ
き
）会
総
会
を

開
催 工

大
漕
艇
部
Ｏ
Ｂ
会

　
平
成
27
年
４
月
18
日（
土
）、工
大
漕
艇
部
O
B

会「
重
吹
会
」定
例

総
会
を
、学
園
・
大

阪
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン

ジ「
翔
」に
て
Ｏ
Ｂ
25

人
、現
役
部
員
７
人

の
参
加
を
得
て
開

催
し
た
。
総
会
で

は
、日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

レ
ガ
ッ
タ
参
戦
報
告

や
現
役
部
員
支
援

の
あ
り
方
な
ど
、有

意
義
な
討
議
が
な

さ
れ
た
。我
が
部
は
、昭
和
33
年
に
体
育
会
漕
艇
部

と
し
て
発
足
以
来
、創
部
57
年
目
を
迎
え
た
。現

在
、大
学
・
現
役
生
・Ｏ
Ｂ
が
三
位
一
体
と
な
り
、現

役
部
員
支
援
の
た
め
の
活
動
を
日
々
続
け
て
い
る
。

工
大
漕
艇
部
は
、平
成
26
年
に
引
き
続
き
、同
27

年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
で
の
全
国
大
会
で
、

８
位
入
賞
を
果
た
し
、大
き
な
結
果
を
残
し
た
。私

達
Ｏ
Ｂ
も
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、毎
年
５
月
に
開
催
さ

れ
る
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ
タ
の
エ
イ
ト
競
技
に

活動の

支部交流会
同窓会

開
催
日
順
に
掲
載

　
平
成
27
年
４
月
５
日（
日
）、尼
崎
支
部
で
は
、

阪
神
６
支
部
と
本
部
青
年
部
か
ら
の
参
加
を
得

て
、総
勢
35
人
で
恒
例
の「
春
の
お
花
見
・
散
策
」

を
開
催
し
た
。ま
ず
は
天
王
寺
か
ら
路
面
電
車
で

30
分
、戎
公
園（
通
称
・
ザ
ビ
エ
ル
公
園
）に
到
着
。

最
初
の
訪
問
先
、堺
伝
統
産
業
館
で
は
刃
物
や
自

転
車
だ
け
で
は
な
い
堺
の
伝
統
産
業
の
素
晴
ら
し

さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。続
い
て
、町
屋

歴
史
館
・
山
口
家
住
宅
へ
。途
中
、川
沿
い
に
咲
き

誇
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
楽
し
む
。そ
の
後
、本
願
寺

堺
別
院
な
ど
の

寺
院
に
立
ち
寄

り
な
が
ら
、昔
の

街
並
み
と
桜
を

愛
で
た
。昼
食
時

に
は
、恒
例
の
参

加
支
部
代
表
と

青
年
部
に
よ
る

あ
い
さ
つ
と
支
部

紹
介
が
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。食
事
後
は
仁
徳
天
皇
陵
ま
で
散
策
。そ
の

後
各
自
で
桜
の
名
所
・
大
仙
公
園
を
散
策
し
、堺
の

春
を
堪
能
。尼
崎
を
出
発
す
る
頃
は
例
の
ご
と
く

冷
た
い
春
雨
が
降
り
注
ぎ
、「
雨
男
は
誰
だ
？
」の

声
も
聞
か
れ
た
が
、次
第
に
青
空
が
見
え
、気
温
も

ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
て
絶
好
の
お
花
見
日
和
と
な
っ

た
。参
加
者
の
日
頃
の
行
い
の
よ
さ
に
感
謝
し
つ

つ
、よ
り
一
層
親
睦
を
深
め
て
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。（
南
出
　
和
秀
）

第
９
回
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

ｉｎ 

香
川

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

　
平
成
27
年
９
月
26
日（
土
）、香
川
県
東
か
が
わ

市
で
地
元
特
産
品
に
関
す
る
３
施
設
の
見
学
を
企

画
、33
人
が
参
加
し
た
。ま
ず
は
廃
校
に
な
っ
た
中

学
校
の
校
舎
を
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
場
に
し
て
成
功

し
た（
株
）キ
ャ
ビ
ッ
ク
を
訪
問
。社
長
か
ら
説
明
を

受
け
、地
元
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
を
広
め
た
い
と
の

熱
い
思
い
を
聞
い
た
。続
い
て
、旧
家
・
井
筒
屋
敷
へ

向
か
い
、か
つ
て
醤
油
の
醸
造
を
営
ん
で
い
た
と
い

う
内
部
の
様
子
と
か
ら
く
り
人
形
の
実
演
を
見

る
。最
後
は
、香
川
県
が
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇

る
手
袋
の
製
造
メ
ー
カ
ー（
株
）ス
ワ
ニ
ー
を
訪
問
。

手
袋
以
外
に
も
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
キ
ャ

リ
ー
バ
ッ
ク
や
小
型
で
折
り
た
た
み
の
で
き
る
車
い

す
の
開
発
・
販
売
に
つ
い
て
、ま
た
会
長
自
身
が
足

が
不
自
由
な
が
ら
単
身
渡
米
し
、苦
労
し
て
販
路

を
広
げ
た
経
験
談
な

ど
を
聞
く
。
社
内
環

境
、従
業
員
の
応
対
の

す
ば
ら
し
さ
に
も
感

銘
を
受
け
た
。そ
の
後

の
懇
親
会
で
は
各
支

部
の
あ
い
さ
つ
や
、摂

大
卒
の
新
会
員
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
、次

回
は
高
知
県
で
開
催

の
全
国
支
部
交
歓
会
を
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で
応

援
・
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
し
、有
意
義
な
１
日
を

終
了
し
た
。　
　
　
　
　
　
　   

（
河
西
　
清
昭
）

九
州
８
支
部
の
親
睦
を

日
向
の
国
で
！！

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
親
睦
会

　
平
成
27
年
９
月
26
日（
土
）、ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
宮
崎
に
て
53
人
の
参
加
を
得
て
開
催
し
た
。

幹
事
支
部
を
務
め
た
宮
崎
県
・
木
村
支
部
長
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、各
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

と
出
席
者
の
紹
介
が
あ
っ
た
。来
賓
の
井
上
工
大

学
長（
当
時
）と
西
川
校
友
会
総
務
副
部
長
か
ら

も
学
園
と
校
友
会
の
近
況
報
告
を
含
む
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
い
た
後
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
顧
問
の
岸
川

氏
か
ら
、こ
の
会
の
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。乾
杯
の
音
頭
で
親
睦
会
が

始
ま
り
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。最
後
に
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
旗
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
、岸
川
顧
問
か
ら
次
回
の
開
催
地
、福
岡
県

支
部
へ
手
渡
さ
れ

た
。二
次
会
は
約
20

人
が
参
加
し
て
、夜

遅
く
ま
で
懇
親
を

深
め
た
。

　
翌
日
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
あ
い
に
く
の

雨
と
な
り
キ
ャ
ン
セ

ル
も
出
る
中
、17
人

で
ス
タ
ー
ト
。
午
後

に
は
雨
も
上
が
り
、

無
事
表
彰
式
を
行

な
っ
て
、来
年
の
福

岡
県
で
の
再
会
を

楽
し
み
に
２
日
間
の

親
睦
会
を
終
了
し
た
。

（
水
越
　
賢
二
）

参
戦
し
て
、全
国
に
工
大
漕
艇
部
重
吹
会
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。平
成
28
年
は
熊
本
県
菊
池

市
で
の
開
催
と
な
り
、平
均
年
齢
70
歳
部
門
に
出

場
予
定
で
あ
る
。私
達
Ｏ
Ｂ
も
現
役
部
員
と
と
も

に
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ボ
ー
ト
競
技
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　  

（
木
村
　
徹
）

や
ま
ぶ
き
会 

懇
親
会
を

京
都･

清
水
五
条
で
開
催

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

　
平
成
27
年
10
月
３
日（
土
）、工
大
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
部
Ｏ
Ｂ
会
を
京
都
清
水
五
条
の「
ホ
テ
ル
秀
峰

閣
」で
開
催
し
た
。２
年
ご
と
に
宿
泊
懇
親
会
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、今
回
は
昭
和
42
年
〜
49
年
卒

の
34
人
が
、遠
く
は
北
海
道
か
ら
集
ま
っ
た
。懇
親

会
は
山
端
先
輩
の

あ
い
さ
つ
で
開
宴
、

43
年
卒
の
森
田
先

輩
に
40
数
年
振
り
に

参
加
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、い
や
が
う
え
に

も
盛
り
上
が
っ
た
。

古
希
が
近
い
と
言
え

ど
も
顔
を
見
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
に
学

生
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。思
い
出
話
、

孫
自
慢
、病
気
や
服

用
し
て
い
る
薬
の
話

な
ど
、時
の
経
つ
の

も
忘
れ
て
騒
い
だ
。次
の
日
は
西
本
願
寺
を
訪
れ
、

金
閣
、銀
閣
と
並
び
京
都
三
名
閣
と
評
さ
れ
る
国

宝
の
飛
雲
閣
を
拝
観
。本
来
は
非
公
開
だ
が
海
南

市
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派「
浄
満
寺
」の
住
職
で

あ
る
藤
田
氏
の
計
ら
い
で
特
別
に
見
せ
て
い
た
だ
い

た
。数
々
の
国
宝
を
拝
観
し
、あ
り
が
た
い
気
持
ち

で
次
回
は
ま
た
２
年
後
の
再
会
を
約
束
し
て
解
散

し
た
。

（
岩
本
　
英
明
）
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支
部
交
流
会
・
同
窓
会
の
活
動

支
部
だ
よ
り「
北
か
ら
南
か
ら
」

ご来賓に長谷川学園コミュニケーション・
フェロー、溝口校友会総務部長をお迎えし、
会員の出席者も１０人と例年にも増して熱
気を帯びた総会・懇親会となった。主題と
なったのは、学園・学生への支援の輪を広
げる事とイベントへの積極的参加につい
て。そして、お酒が進むにつれ、過去の失敗
談、栄光、好みのタイプ、持病・・・・話題の
尽きない楽しい会となった。当支部もまだま
だ眠れる力を秘めた会員も多く、支援活動
に意欲があることを、来期は１５人以上の参
加をもって証明したい。

出席会員：10人　　開催日：６月１９日（金）　
会場：エル・シエロ

参加者増で支部活動への意欲を示す

源 陽介（工大ＡＨ２６）

定例総会の後、後藤吹田新市長、北條学園コ
ミュニケーション・フェロー、内山校友会長および
近隣支部代表をお迎えし、懇親会を開催した。
ご来賓のお話から、全国支部交歓会への参加、
学園創立１００周年に向けての取り組みなど、支
部として果たすことが多いことを実感した。今年
もステージでは現役の工大マンドリン部４人によ
る演奏があり、食事と音楽を楽しみながら久し振
りの会話に花を咲かせた。余興のビンゴゲーム
は趣向を凝らし、参加者の名字を取り入れたも
ので大変盛り上がった。若手の参加もあり、今後
は女性会員や若い方の参加に期待したい。

出席会員：21人　　開催日：６月２６日（金）　
会場：吹田市文化会館メイシアター

吹田市の後藤新市長も出席

井実 正雄（工大Ｍ35）

話題は専ら、長崎の産業革命遺産登録と梅田
キャンパスだ。大阪駅周辺は再開発で変貌を遂
げる一方、地方は高齢社会・地方創生は弱者
の受入れ先かと嘆く。当支部も高齢化で最長
老は大正生まれの90歳。70歳以上が大半だ。
久々に本県出身の卒業生が出たと聞き、就職
先は県内かと色めき立つ。若者は酒が嫌いらし
い。今後は炭酸水とケーキでパーティーか。会費
は無料で招待しよう顔を出してくれ…。その後、
百薬の地酒が入ると話題は学生時代ののどか
な風景へと変わっていった。参加者は少ない。
九州ブロック長崎大会に動員した影響かな。

出席会員：18人　　開催日：６月２５日（木）　
会場：佐世保ワシントンホテル

地元出身卒業生の話題に色めき立つ

平野 傳（工大Ａ４２）

宇井学園コミュニケーション・フェロー、神戸川
校友会組織部長をお迎えして開催した本総
会の特筆すべきトピックスは、50年振りに大
阪から北海道に戻った山川君（工大Ｍ４７）が
遠隔地から初参加し、皆を感動させたことだ。
彼とは「北海道人会」を通して知りあった仲で、
本総会出席者に既知も多く、学園祭、ボート
大会などに出場した当時を振り返り、楽しく歓
談した。また、ご来賓の宇井氏に在学時、お世
話になった出席者もおり、昔話に盛り上がって
いた。最後に本間相談役の音頭で賛助金の
募金を行い、記念撮影をして閉幕した。

出席会員：11人　　開催日：６月１８日（木）　
会場：札幌パークホテル　

５０年ぶりの初参加者に感動

橋本 信昭（工大Ｄ４３）

1月の新年懇親会で塔筋氏から、泉州地域
のいいところを発掘し「泉州路」と題して観
光へのアプローチをしようという提案があり、
総会終了後は、その中間報告と協力要請が
あった。その後の懇親会は、山口氏の乾杯
で開宴。会場は古民家を改修して営業して
おり、２階は屋根裏を利用した大きな梁が交
叉し、移動は腰を屈めながらという隠れ家風
の空間で、話も盛り上がった。閉会のあいさ
つで学園理事でもある吉野副幹事長から、
次回の総会は学園・ラウンジ翔での開催で
との提案があり、一本締めでお開きとなった。

出席会員：20人　　開催日：６月２６日（金）
会場：永楽 別館

泉州地域の観光開発へ協力要請

溝口 浩（工大Ａ５６）

平
成
27
年
6
月
18
日
か
ら
11
月
26
日
ま
で
に

開
催
さ
れ
た
各
支
部
総
会
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

北海道ＦＵＤＯ城北会

吹田 長崎県泉州

　
平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）、

学
園
・
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
工

大
自
動
車
部
の
創
部
60
周
年
記

念
総
会
を
開
催
し
た
。も
の
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
の

見
学
、Ｏ
Ｂ
総
会
、講
演
会
を
実

施
。Ｏ
Ｂ
総
会
で
は
、活
動
報
告
や
次
期
役
員
選
出

な
ど
が
行
わ
れ
、現
役
部
員
か
ら
活
動
状
況
報
告
の

あ
と
、Ｏ
Ｂ
会
か
ら
支
援
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。講
演

会
は
、森
節
夫
氏（
M
32
）が
創
部
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。当
時
の
機
械
工
学
研
究
部
の
メ
ン
バ
ー

が
自
動
車
部
の
始
ま
り
で
、大
阪
・
東
京
間
の
耐
久

レ
ー
ス
に
出
場
し
た
苦
労
話
な
ど
、当
時
の
懐
か
し
い

写
真
を
映
写
し
て
説
明
が
行
わ
れ
、卒
業
後
の
タ
ー

ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
開
発
な
ど
の
話
も
披
露
さ
れ
た
。

自
動
車
部
顧
問
の
桑
原
教
授
か
ら
は
、自
動
車
エ
ン

ジ
ン
の
理
論
や
開
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
話
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。懇
親
会
は
、北
條
工
大
校
友
会
長
、体
育
会

会
長
の
藤
井
教
授
ら

を
来
賓
に
迎
え
、盛

大
に
開
催
。創
部
当

時
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
現
役

部
員
ま
で
、60
年
の

年
の
差
が
あ
る
参
加

者
が
一
堂
に
会
し
た

記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、今

後
の
自
動
車
部
の
活

躍
と
参
加
者
の
健
勝

を
祈
念
し
て
閉
会
と

な
っ
た
。（

枝
　
俊
男
）

創
部
60
周
年
記
念
総
会
を

開
催 工

大
自
動
車
部
Ｏ
Ｂ
会

Ｔ
Ｖ
で
放
映
さ
れ
た

コ
ー
ス
で
の
初
開
催

阪
神
６
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
平
成
27
年
11
月

21
日（
土
）、54
人
の

参
加
を
得
て
学
園
・

研
修
セ
ン
タ
ー
で
日

本
拳
法
部
創
部
50

周
年
記
念
祝
賀
会

を
開
催
し
た
。榎
本

進
Ｏ
Ｂ
会
長
、土
谷

秀
雄
名
誉
師
範
の

あ
い
さ
つ
、上
辻
靖

智
体
育
会
副
会
長

（
Ｍ
科
准
教
授
）の

ご
祝
辞
に
続
き
、石

永
祝
賀
会
準
備
委
員
長
の
乾

杯
の
発
声
で
祝
宴
が
始
ま
っ

た
。工
大
管
弦
楽
団
に
よ
る

演
奏
で
和
み
、特
に
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
ソ
ロ
に
よ
る
日
本
拳
法

部
歌
の
吹
奏
に
は
拍
手
喝

采
。会
場
に
は
部
旗
を
掲
げ
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
や
写
真
集
、懐
か
し
の
グ
ッ
ズ
な
ど
が
展

示
さ
れ
た
。選
手
時
代
の
活
躍
を
紹
介
す
る
映
像

の
上
映
も
あ
り
、世
代
の
離
れ
た
Ｏ
Ｂ
同
士
の
語
り

合
う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、結
束
の
強

化
を
再
確
認
し
た
。大
学
歌
、部
歌
を
熱
唱
し
、工

大
日
本
拳
法
部
の
田
中
一
成
顧
問（
Ｃ
科
教
授
）の

中
締
め
で
、盛
会
の
う
ち
に
終
宴
と
な
っ
た
。存
続

の
危
機
も
乗
り
越
え
、現
在
ま
で
絶
え
る
こ
と
な

く
繋
い
で
こ
ら
れ
た
の
も
大
学
の
ご
理
解
が
あ
れ

ば
こ
そ
で
あ
り
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

１
０
０
周
年
を
目
指
し
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
第
８
代
主
将
　
石
永
　
裕
明
）

創
部
50
周
年
記
念
祝
賀
会
を

盛
大
に
開
催

工
大
日
本
拳
法
部
Ｏ
Ｂ
会

河
内
ワ
イ
ン
と
天
然
温
泉
を

存
分
に
堪
能

東
大
阪
支
部
見
学
会

　
平
成
27
年
11
月
23
日（
祝
）、参
加
者
28
人
は
近

鉄
大
阪
阿
部
野
橋
に
集
合
し
、駒
ヶ
谷
駅
へ
移
動
。

チ
ョ
ー
ヤ
梅
酒
本
店
を
横
目
に
、徒
歩
で
羽
曳
野

市
の（
株
）河
内
ワ
イ
ン
へ
。金
銅
専
務
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
案
内
い
た
だ
き
、河
内
ワ
イ
ン
の
歴
史
や
味

わ
い
方
を
学
ん
だ
。約
１
時
間
の
見
学
の
最
後
に
は

地
元
産
の
ぶ

ど
う
を
使
用

し
た
ワ
イ
ン
の

試
飲
を
楽
し

ん
だ
。
昼
食

は
、築
80
年
の

趣
あ
る
蔵
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
直
営

レ
ス
ト
ラ
ン
・

金
食
堂（
こ
ん

じ
き
ど
う
）

で
、ワ
イ
ン
に

合
わ
せ
た
創

作
懐
石
弁
当

を
い
た
だ
き
、

お
す
す
め
の

ワ
イ
ン
４
種

類
を
存
分
に
味
わ
う
。そ
れ
ぞ
れ
が
お
気
に
入
り

の
ワ
イ
ン
を
お
土
産
に
求
め
、バ
ス
に
乗
り
込
ん
で

太
子
温
泉
へ
移
動
。天
然
温
泉
を
ゆ
っ
た
り
楽
し
ん

で
帰
路
に
着
い
た
。今
回
は
奥
様
や
お
孫
さ
ん
と
ご

一
緒
の
参
加
が
３
組
も
あ
り
、大
変
喜
ん
で
も
ら
え

た
の
で
、次
回
の
企
画
も
家
族
参
加
型
に
し
て
は

ど
う
か
と
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。（

白
井
　
秀
司
）

　
平
成
27
年
10
月
21
日（
水
）、好
天
下
、16
回
目

を
迎
え
る
阪
神
６
支
部
合
同
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
。今
回
は
川
西
支
部
が
幹
事
を
務
め
た
。「
従
来

と
は
違
っ
た
コ
ー
ス
を
」と
い
う
希
望
も
多
く
、当
会

発
足
以
来
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
森
田
西
宮

支
部
長
の
お
世

話
で
、
プ
ロ
の

レ
ッ
ス
ン
な
ど
で

Ｔ
Ｖ
で
も
放
映

さ
れ
て
い
る
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で

の
初
開
催
と

な
っ
た
。
各
支

部
対
抗
、上
位

３
名
に
よ
る
団

体
戦
の
ほ
か
、

個
人
戦
は
36
人

の
参
加
者
を
３

グ
ル
ー
プ
、
３

コ
ー
ス
に
分
け
、各
グ
ル
ー
プ
で
優
勝
以
下
の
賞
を
多

く
設
け
て
競
い
合
っ
た
。団
体
戦
で
は
、新
調
の
優
勝

カ
ッ
プ
を
我
が
川
西
支
部
が
獲
得
。個
人
戦
の
優
勝

は
、東
↓
西
コ
ー
ス
：
礒
野
幸
夫
氏（
宝
塚
支
部
）

【
グ
ロ
ス
89
／
ネ
ッ
ト
71
】、西
↓
南
コ
ー
ス
：
荒
木

健
作
氏（
川
西
支
部
）【
グ
ロ
ス
98
／
ネ
ッ
ト
70.4
】、南

↓
東
コ
ー
ス
：
西
本 

薫
氏（
伊
丹
支
部
）【
グ
ロ
ス
85

／
ネ
ッ
ト
71.8
】。プ
レ
ー
後
は
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

懇
親
会
を
行
い
、次
回
幹
事
の
伊
丹
支
部
・
濱
片
副

支
部
長
の
締
め
の
あ
い
さ
つ
で
多
数
の
参
加
を
約
し

て
無
事
終
了
し
た
。

（
川
西
支
部
　
今
井 

康
彦
）
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支
部
だ
よ
り「
北
か
ら
南
か
ら
」

支
部
だ
よ
り「
北
か
ら
南
か
ら
」

16回目の総会となる今回は、新築間もない
木の香りにあふれた阿遅速雄（あぢはや
お）神社にて開催された。総会前に、ピカピ
カの社務所をバックに記念撮影。総会は加
島事務局長が司会を担当。西下支部長の
あいさつに続き、議長の松岡氏の進行で各
議案は満場一致で承認された。その後懇親
会に移り、参加者は来賓も交えて和やかに
懇談し、榎阪幹事の万歳三唱で閉会した。

出席会員：42人　　開催日：６月２７日（土）
会場：阿遅速雄神社

新築の会場で、盛大に支部総会を開催

松岡 勝己（工大D51）

懇親会は来賓に宇井学園コミュニケーショ
ン・フェロー、内山校友会長をお迎えし、当
支部からは、当社の専務取締役大阪本店
長である澤井顧問（短大E45）をはじめ平
成２３年卒の橋川氏までの１５人、計１７人
の参加で開催された。神戸で盛大に行われ
た全国支部交歓会の報告や学園の話、各
自の近況など、話題は尽きず、大いに盛り上
がった。校友の輪が広がって、ますます絆を
強く感じるひと時となった。

出席会員：15人　　開催日：７月１７日（金）
会場：旬彩庵 北浜店

出席会員：19人　　開催日：７月４日（土）
会場：ホテルオークラ神戸

校友の輪がますます広がった懇親会

全国支部交歓会の開催に合わせ、同日に
東播支部見学会を開催し、支部会員19人
が参加した。総会に先立ち、日本で唯一の
大工道具の博物館である「竹中大工道具
館」の見学会を実施し、木造建築の発達と
ともに歩んできた日本の大工道具の歴史に
触れ、大変参考になった。総会では、東播
支部が休止期間を経て、再び支部活動を
開始してからの事業報告、および支部活動
に対する意見交換を行い、色々な提案が生
まれた有意義な会となった。

日本で唯一の大工道具博物館を見学

長尾 明博（摂大Ｅ６２） 加藤 克昭（工大Ｃ５５）

「全国支部交歓会 in HYOGO」の幹事支
部である当支部は、交歓会に先立ち、毎年
秋に開催していた日程を変更して総会を同
時開催とした。初めての参加者、久しぶりの
方もあり、６５人の同窓に会うことができた。村
上支部長のあいさつ・各議題・役員選出と続
き、発足準備中の淡路島同窓会会長土居
氏の紹介で閉会。その後の交歓会は多くの
同窓が集まる中、兵庫県８支部の代表者が
開催に向け綿密な打合せを行なってきたこと
もあり、成功のうちに幕を閉じ、次回開催の高
知県支部にバトンを渡すことができた。

出席会員：65人　　開催日：７月４日（土）　
会場：ホテルオークラ神戸

交歓会を兵庫県8支部で成功裏に導く

平井 正博（工大Ｅ４９）

当支部が全国支部交歓会の幹事支部で
もあることから、交歓会の日に合わせて同時
開催となった。初めて市域外で開催したた
めか出席者は残念ながら少なく、毎年好評
のビンゴゲーム景品の美しい生花の持ち帰
りもなかったものの、全国から600人超が参
加した交歓会はさすがに盛大であり、旧知
と新たな出会いで親交を深める会場は正に
百花繚乱のごとしであった。最後に、全国支
部交歓会そして当支部総会が校友会本
部、兵庫県各支部のご尽力で無事終了し
たことに厚く御礼申し上げます。

出席会員：21人　　開催日：７月４日（土）
会場：ホテルオークラ神戸

全国支部交歓会と同じホテルで実施

濱片 正晴（短大Ｃ43）

懇親会の冒頭、宮内会長より会員間のさらな
る絆の強化を目的とした「研修会」が２年ぶりに
開催されることが報告されると、楽しみにしてい
る会員から大きな拍手が送られた。乾杯の後
は、ご来賓と会員との交流も盛んに行われ、至
る所で笑い声のあふれる楽しい時間が流れ
た。中盤には恒例の新入会員によるＰＲタイム
が設けられ、ステージに上がった新入会員から
熱意ある自己紹介が行われると、会場内の雰
囲気は最高潮を迎えた。最後に校友会の歌
「さぁ、手を振ろう」を合唱。歌詞に合わせてみん
なで手を振る姿に、とても一体感を感じた。

出席会員：43人　　開催日：８月１日（土）
会場：学園・研修センター

2年ぶりとなる「研修会」開催を報告

岡本 一央（摂大ＪＨ１７）

杯を酌み交わし、和やかなムードで始まった
懇親会では新会員からの要望で参加者全
員の自己紹介が行われ、親睦が深まった。
恒例となりつつあるクイズ抽選会は工大や
常翔学園中高の学生・生徒が活躍してい
るクラブ活動について問題が出題された。
クラブＯＢの方もおられたが、おもわず頭を
抱える場面も･･･。校友会の歌を全員で熱
唱し、校友の健勝と再会を祈念し一本締め
で閉宴した。次回は是非、学園のホーム
ページで在校生の活動をしっかりチェックし
てクイズに参加してくださいね！

出席会員：18人　　開催日：８月２１日（金）
会場：割烹 秀

クイズ抽選会などで終始和やかに進行

村上 康（短大ＣＨ３）

池田市長をはじめ多数のご来賓を迎える中、
休日の昼食を挟んでの開催を企画した。参
加者を少しでも増やしたいという考えのもと、
例年平日夜に開催されていた曜日時間帯を
変更するとともに、どうすれば若い校友がもっ
と参加できるかという話題の中で、来年は市
で開催される行事に「校友会コーナー」を設
置し、活動ＰＲや交流の場を設けるという取り
組みの検討を確認した。今回は女性会員の
参加もあり、女性の横の連携で参加者の拡
大を願う。懇親会はプロ歌手による歌謡
ショーで盛り上がり、成功裏に終了した。

出席会員：16人　　開催日：７月２６日（日）　
会場：池田市民文化会館

市長やプロ歌手も参加して盛大に実施

前田 敏（短大Ｍ５0）

第6回総会は、全ての議事が満場一致で
承認された。出席者の半数を若手が占め
ており、方針の一つでもある「若手の活性
化」が十分感じられた。懇親会は、ご来賓、
ＯＢ３人、村本社長、研修後に駆けつけてく
れた会員が、年の差を超え和気あいあいと
親睦を深めることができた。最後は恒例の
校友会の歌を全員で肩を組みながら合唱
し、和やかな雰囲気で終わった。新入社員
3人が加わった若手パワーで、支部の運
営・発展に貢献できるようサポートしていき
たいと思う。

出席会員：37人　　開催日：８月８日（土）
会場：学園・大阪センター

新入社員3人の若手パワーで盛況

青木 達也（摂大AＨ２３）

今年度は、校友会本部から開催案内を出し
ていただき、初参加４人の出席があった。総
会は、前年度決算報告、本年度予算など
全て承認され、無事終了。記念撮影の後の
懇親会では、来賓の小山学園コミュニケー
ション・フェローより学園の発展の様子と、
溝口校友会総務部長から今後の学園校
友会の運営などについてのお話を拝聴し
た。また、当支部では、愛知県支部のご協力
のもとホームページを立ち上げており、その
報告と利用説明を行なった。是非、当支部
のホームページをご覧ください。

出席会員：14人　　開催日：６月２７日(土)
会場：ホテルグリーンパーク津

愛知県支部の協力でホームページを開設

大森 哲也（工大ＫＨ１）

三重県城東・鶴見東播浅海電気池田

学内ＯＢ会村本城北会大東畷

今回は２０人もの初参加があった。総会終了
後、大阪産業振興機構取引支援課コーディ
ネーターの塩田康友氏により「大阪産業振
興機構の活動概要」をテーマに講演いただ
いた。懇親会は元タカラジェンヌの吉本雅さ
んによる歌とトークショー、そして東大阪を中
心に活動されている河内音頭＆江州音頭同
好会「壱の集い」を招いて、初音家淳子さん
の河内音頭、初音家音城さんの江州音頭で
大いに盛り上がった。最後は恒例、青年部と
共に「さぁ、手を振ろう」をギター生演奏で大
合唱し、大盛況で幕を閉じることができた。

出席会員：78人　　開催日：６月２７日（土）　
会場：ベルクラシック大阪

元タカラジェンヌも参加して楽しく開催

白井 秀司（摂大Ｂ56）

東大阪

伊丹六甲

出席会員：28人　　開催日：６月２７日（土）
会場：福山ニューキャッスルホテル

総会では役員改選が行われ、新支部長に
野田幸男氏（工大C48）を選出。併せて副
支部長3人も新しく選出。事務局も平成卒
の6人となり、若返りの大幅役員改選となっ
た。懇親会のアトラクションはロゼッタ・マンド
リーノ楽団を招き、グラス片手にマンドリン演
奏による懐かしい思い出のヒット曲を聴きな
がらの和やかな会食となった。「さぁ、手を振
ろう」も楽団の生伴奏で合唱し大いに盛り
上がった。お楽しみ福引などで時間はあっと
いう間に過ぎ、最後に小林新副支部長が来
年の再会を約束し万歳三唱で閉会した。

役員改選で若返りをはかる

伊藤 倫彦（工大Ａ44）

広島備後
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出席会員：15人　　開催日：８月２９日（土）
会場：白兎会館

常連参加者のうち高齢化や病気所用などで
参加できなかった方もいたが、一年ぶりの再
会の顔や、初めて出席の方も２人あり、和や
かなひと時となった。例年持ち上がる話なの
だが、若い人の出席が少なく先行きが心配さ
れる。その中で平成２５年摂大卒業の出席者
がいて、少し明るい希望が持てそうだ。普段の
生活の中で顔を合わせていても工大･摂大
の卒業生とは分からない人が沢山いる。若年
層の出席者を増やすために彼に期待してい
るところだ。話が盛り上がる中、瞬く間に閉会
の時間となり、再会を約束し乾杯で締めた。

旧来の仲間に加えて新しい同窓も参加

福田 正美（短大Ｃ４５）

体調が悪いのを押して参加いただいた高齢
の方や会員の声掛けで初参加となった方も
おられ感謝！懇親会は、中川支部長に続き
神戸川校友会組織部長があいさつ。今井摂
大学長（当時）が学園１００周年に向けたビ
ジョンを説明された。支部最長老・中道氏の
乾杯で宴会はスタートし、会席料理に舌鼓を
打つ。あちらこちらで話に花が咲き、宴もたけ
なわでビンゴゲームを開始。ビンゴがなかなか
出ず、最初の当選者が出たときに拍手が湧
き起こった。全員に箕面名産品が当たり、
「さぁ、手を振ろう」を合唱して閉会した。

出席会員：19人　　開催日：９月２７日（日）
会場：みのお山荘

出席会員：78人　　開催日：９月１８日（金）
会場：アークホテル岡山

学園100周年ビジョンがお披露目

板矢支部長から「今年は岡山県支部が発
足して５４年になる。来年は５５年の節目の
年であり、より多くの参加者が集う交歓会に
したい」と力強く開会のあいさつがあった。新
会員の紹介では、来賓・小山学園コミュニ
ケーション・フェローの教え子である野瀬晴
弘氏（工大M52）が登壇し、恩師との感動
の再会となった。また近況報告では７人が
登壇された。最後に三垣副支部長の「来年
も（来年こそは）１００人参加を目標に」のあ
いさつで閉会となった。

来年こそ100人参加を目標に！

出口 セツ子（短大Ｃ５１） 畑 尚（工大Ｃ５６）

支部総会に先立ち、まずは吉村支部長にあいさ
ついただいた。来賓の紹介に続き、大山明彦氏
が新支部長として承認され、新たなスタートを
切った。懇親会は、ご来賓のあいさつや資料など
から学園の近況を知る絶好の機会となった。芦
田顧問の乾杯で開宴。八尾の地で支部総会を
行なったのは実に数年ぶりのことであり、参加し
た仲間、ＯＢとの親交、時間を忘れて互いの近
況や学生時代の思い出話に盛り上がった。最
後は集合写真を撮影し、再会を約束しての散会
となった。今回約１０人の欠席者が出たが、無事
に終了したことに役員一同安堵している。

出席会員：32人　　開催日：９月１１日(金)
会場：八尾市文化会館

近況や学生時代の話で大盛り上がり

比良 純高（短大Ｃ５０）

総会は、役員の一部改選も含め、提案議題
は満場一致で承認された。講演会は、校友
の原田彰氏（工大Ａ４６）を講師に招き、
「『建築』とともに生きる」と題し、有益な講演
をいただいた。交歓会は栗田学園コミュニ
ケーション・フェローや三谷校友会出納長は
じめ１１人の来賓をお招きし、総勢５４人の参
加者となった。各々学生時代の思い出話
や、若手会員の司会によるビンゴゲームなど
で大いに盛り上がり、最後は来賓と参加者
が一つになって「さぁ、手を振ろう」を合唱し、
名残を惜しみながらの閉宴となった。

出席会員：43人　　開催日：８月３０日（日）
会場：ホテルセントノーム京都

来賓と参加者が一体となって開催

川端 克久（工大ＣＨ２）

１８時から始まった総会は、平日にも関わら
ず県内各地から多くの会員に出席いただ
き、順調に議事が審議された。懇親会は、司
会を女性会員にバトンタッチ。来賓に栗田
学園コミュニケーション・フェローや佐々木
校友会副会長をお招きし、また近隣の京都
府・奈良県支部からもご参加いただき、楽し
いひと時を過ごすことができた。その後、当
支部青年部員主催のビンゴゲームで大い
に盛り上がり、最後には本部・青年部の指
導の下「さぁ、手を振ろう」を合唱し盛況のう
ち閉会した。

出席会員：36人　　開催日：１０月１６日（金）
会場：クサツエストピアホテル

近隣支部も参加して賑やかなひととき

寺田 建吉（工大C56）

再任した北川支部長のあいさつに続き、来
賓の北條学園コミュニケーション・フェロー
から、学園の詳細な近況紹介と寝屋川支
部の更なる活動に期待を寄せていただい
た。石田摂大校友会理事の乾杯により懇
親会が始まり、久々の再会に話は弾み、会
の中盤、恒例のビンゴ大会で一気に盛り上
がりを見せた。楽しい時間はあっという間で、
最後は全員で｢さぁ、手を振ろう｣の合唱、北
條氏による万歳三唱で来年の再会とより
多くの会員の参加を願って散会となった。

出席会員：17人　　開催日：１０月２３日（金）
会場：シティホテルニューコマンダー

来年の再会を誓った楽しい懇親会

吉岡 剛士（工大Ｃ５９）

今年の講演会は、紀伊半島大水害から4
年が経ち、復旧から復興へと確実に新しい
集落づくりにまい進している十津川村の村
長であり校友でもある更谷氏（工大Ｂ４４）を
講師に迎えて開催された。質疑応答も活発
に行われ、災害時の対応や問題点を認識
することとなり、大変有意義であった。懇親
会は前田学園理事長代理をはじめ、多数
の来賓を迎えて開宴。恒例の抽選会では
県産新米など沢山の景品を用意し、最後は
「さぁ、手を振ろう」で盛大な締めくくりとなっ
た。

出席会員：69人　　開催日：１０月３日（土）
会場：橿原観光ホテル

多数の来賓を迎え盛大に実施

髙岡 光男（工大Ｃ４９）

今回は台風に遭遇することなく成功裏に開
催することができた。講演会は、ＮＨＫ技術アド
バイザーの草野氏に、通信・放送を融合した
ハイブリッドキャスト放送に関する講演をお願
いし、２０２０年東京オリンピックに向けた８Ｋテ
レビ放送の話をしていただいた。交歓会は小
山学園コミュニケーション・フェローはじめ内
山校友会長、広国大・摂大校友会からも参
加いただき、３人の８０歳記念表彰や全員で
の記念撮影、お楽しみ抽選会などを行い、来
年節目の５５回交歓会での再会を約束し、
「さぁ、手を振ろう」の大合唱で幕を閉じた。

出席会員：59人　　開催日：１０月１７日（土）
会場：浅草ビューホテル

交歓会では80歳記念表彰も実施

石垣 英明（工大Ｄ４１）

鳥取県京都府岡山県箕面奈良県

滋賀県関東寝屋川

今回は、秋田県角館のたざわこ芸術村での
開催である。開会に先立ち東日本大震災
後４年半を乗り越えたことで改めて黙祷を
捧げた。役員改選で支部長以下ほぼ再選
となり「また１年間東北支部をよろしくお願
いします」といったところである。総会後、場
所を変えての宴会は畠山副支部長の発声
で始まり、来賓を囲んでの情報交換、会員
同士の近況報告など、和やかな雰囲気で
約２時間みっちり親交を深めることができ
た。翌日はミュージカル観劇の趣向だった
が、皆さん楽しんでいただけただろうか。

出席会員：9人　　開催日：９月５日（土）　
会場：たざわこ芸術村 温泉ゆぽぽ

楽しい雰囲気で約2時間じっくり交歓

岡田 賢一（工大Ｃ４７）

東北

総会では、最近の課題である「若者世代の
会員増強」を見据えた役員改選も承認され
た。会員１６人と学園と校友会から２人のご
来賓をお招きし、少ない人数ながら一人ひ
とりの楽しい自己紹介や近況報告を聞きな
がら、和気あいあいとアットホームな雰囲気
の中で開催することができた。特に二次会
には、ご来賓も含めほとんどの会員がそのま
ま参加し、カラオケあり、お店のべっぴんさん
とのニギワイあり、その中でも真剣な会話も
あり、と大変な盛り上がりとなった。

出席会員：16人　　開催日：９月５日（土）
会場：松江エクセルホテル東急

多勢が二次会まで参加するほど盛会

安達 盛二（工大Ａ５１）

島根県八尾・柏原

早朝から四国各支部との親睦ゴルフコン
ペを開催。夕刻からは小山学園コミュニ
ケーション・フェローと東野校友会事業副
部長にご臨席いただき、支部総会・懇親会
を開催した。懇親会では、ゴルフコンペの成
績発表や卒業したばかりの会員を含む4人
の新人の自己紹介があり、いつもの爺さん
の集まりではない、若い活気があるものと
なった。また、平成２８年に本県にて開催予
定である「総会・全国支部交歓会」に向
け、活をいれるべく「さぁ、手を振ろう」を合唱
して閉会した。

出席会員：16人　　開催日：９月５日（土）
会場：高知サンライズホテル

四国支部親睦ゴルフコンペを開催

廣瀬 孝志(工大Ｃ54)

高知県
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出席会員：17人　　開催日：１０月２４日（土）
会場：大分センチュリーホテル

今回も先輩諸氏が元気なお顔を見せてくだ
さった。総会は河野支部長のあいさつに続
き、事務局から前年度活動報告・会計監査
報告、今年度予算およびゴルフコンペなど
活動計画を審議し、いずれも承認された。そ
の後の懇親会は、久津輪学園コミュニケー
ション・フェローと廣嶋校友会組織副部長
より祝辞を賜り、九州ブロック親睦会ゴルフ
コンペで当支部が１～３位を独占したという
報告もあり、大いに盛り上がった。次回のさ
らなる参加者増を胸に散会した。

先輩諸氏の元気な顔ぶれが揃う

石山 剛一（工大ＤＨ１０）

総会では任期満了に伴う役員改選で、新
支部長に馬場秀和氏(工大E56)を選出。
続いての懇親会で新旧支部長交代のあい
さつが行われた後、久禮学園理事長、内山
校友会長をはじめ多数の来賓が出席の
中、全国から集まった会員で賑やかな歓談
がスタート。13人の新入会員の紹介や工
大・ジャグリングクラブの熱演、ベリーダンス
チームの妖麗な踊りが披露されるなど大い
に盛り上がった。今後も新支部長の下、学
園創立100周年に向け、より一層の支部
活性化を図ることを決意し散会した。

出席会員：81人　　開催日：１１月６日（金）　
会場：太閤園

全国から校友が賑やかに結集！

藤原 信也(工大E57)

山口会長の「会員の技術力の向上のため更
なる経験、スキルアップに取り組んでいきた
い」とのあいさつで開会。栗田学園コミュニ
ケーション・フェロー、幹部府職員代表の竹
内副知事、名誉会員代表の大山府議よりご
あいさつをいただく。昨年度末で退職された５
人の紹介と今回の出席者２人に記念品を贈
呈。宴中程で名誉会員の橋本府議、中野府
議、鈴木元府議よりスピーチをいただく。後半
は恒例の抽選会へ突入。ご来賓、会員とも
一喜一憂の盛り上がりを見せた。加藤副会
長の一本締めで大盛会のうちに閉会した。

出席会員：54人　　開催日：１０月３０日（金）
会場：シティプラザ大阪

副知事ら多数の来賓を迎える

入江 正(工大ＣＨ５)

大分県府窓会

福岡ソフトバンクホークスが日本シリーズ２連覇
を飾り、博多の街が大いに盛り上がる中での開
催となった。総会は、役員の一部改選があり、新
役員に西秀久氏（工大Ａ４３）が就任した。また
九州ブロック親睦会福岡大会の開催が承認さ
れ、会員の協力をお願いした。続く懇親会で、
「支部活性化のためのアイデアコンペ」で当支
部の遺産めぐりの企画「たび倶楽部」が特別賞
を受賞したので、その報告と遺産めぐりの内容
を紹介し次回の参加者を募った。互いの近況
報告や思い出話で盛り上がり、恒例の「博多祝
いめでた」「博多一本締め」で閉会となった。

出席会員：29人　　開催日：１０月３０日（金）
会場：サットンホテル博多シティ

ホークス２連覇に負けぬ盛り上がり！

黒木 照雄（工大Ｃ５６）

福岡県

新しい会員に参加してもらう方策について
参加者から提案があり、活発な意見交換が
行われた。また、来賓の森垣校友会組織副
部長から学園校友会の名称変更について
の話があり、賛否両論の意見がでた。金沢
支部長から、次の総会は青年部の結集で、
まず20人を目指すとの決意が述べられ、賛
同の拍手で総会は閉会。続いての懇親会
では、お待ちかねの特上牛しゃぶとワインを
満喫し時間も忘れ歓談。最後は定例の誕
生会を行なって閉会した。

出席会員：13人　　開催日：１０月３１日（土）
会場：デイリー社

懇親会で特上牛しゃぶとワインを満喫

田付 和伸(工大A５６)

西大阪

「インターナショナルバルーンフェスタ」で県内
が盛り上がる中、平成27年度の総会を開催す
ることができた。当支部は会員が減少傾向で、
これからは工大、摂大に加えて広国大と連携
する必要があり、その支部活性化案を提案し
た。県内に在住する卒業生への参加を呼びか
け、会員の増加に努め、2年後に佐賀で開催
する平成29年度九州ブロック親睦会が成功
するように祈念した。長谷川学園コミュニケー
ション・フェロー、村田校友会事業部長、また隣
県の長崎・福岡県支部からも来賓参加してい
ただき大いに盛り上り、盛会裏に散会した。

出席会員：16人　　開催日：１０月３１日（土）
会場：佐賀ワシントンホテルプラザ

総会で支部活性化案を提案

丸田 弘樹（短大CH4）

佐賀県きんでん

6年ぶりとなる総会を開催。来賓に長谷川学
園コミュニケーション・フェロー、内山校友会
長ほか、近隣支部からも東北陸支部長、河合
富山県支部長はじめ6人にご出席いただき、
盛大に支部の活動再開を祝う。総会前には、
福井市都市整備室の西岡氏（工大ＡＨ５）と
その上司をお招きし、福井駅西口における再
開発事業についてご講演いただく。総会では
今年度の支部行事報告と予定を発表、また
役員体制についての承認を得た。その後、懇
親会に移り、それぞれがビールやお酒を片手
に、和やかな時間を過ごすことができた。

出席会員：２７人　　開催日：１１月２６日（木）
会場：ウェルアオッサ

６年ぶりの総会を盛大に開催

佐々木 基之（工大Ａ５１）

今回は50周年記念支部総会・懇親会とし
て盛大に開催した。中川宝塚市長も公務
の間を縫ってご出席され、梅田キャンパスの
話題などを含めた祝辞をいただいた。久津
輪学園コミュニケーション・フェロー、内山校
友会長のあいさつの後、高田川西支部長
の乾杯の音頭で会食が始まった。アトラク
ションは丸田恵都子さんによるパラグアイ
ハープ“アルパ”の演奏で、澄んだ音色に
会場が和んだ。「さぁ、手を振ろう」の合唱も
ＣＤではなく、アルパの生演奏！2時間余り
の楽しい懇親会は、万歳三唱で閉会した。

出席会員：３１人　　開催日：１１月２１日（土）
会場：宝塚ホテル

50周年記念支部総会・懇親会を開催

福井 啓昭（工大Ｅ４１）

宝塚福井県

総会は、佐藤支部長のあいさつで始まり、今年
度活動報告・会計報告および来年度活動予
定、役員人事、予算案について承認を得た。宇
井学園コミュニケーション・フェロー、平岡校友
会総務副部長からのごあいさつの後、高田克
二氏の叱咤激励を含む乾杯の発声により懇親
会がスタート。春に入社が内定している2人を招
待し、一足早く先輩達との交流を図ってもらっ
た。ご来賓も含めて学園の先輩・後輩が和気あ
いあいとした雰囲気で会話がはずみ、今回も予
定時間を大幅に延長し、木戸副支部長の手締
めにより閉会。とても有意義な会となった。

出席会員：２３人　　開催日：１１月１３日（金）
会場：北新地 恵比寿

若手も参加し先輩・後輩が密に交流

齋藤 豊（工大ＡＨ３）

尼崎支部といえば年に1度はカーニバル。今
回はフラダンサーがやってきた。ステージいっ
ぱいに繰り広げられる歌と踊りから、会場が一
気にハワイの風を感じられる和やかな雰囲気
になった。全員、席を立って振り付けを教わり
フラダンスに挑戦。選ばれた８人が腰蓑を着
け、ステージで教わったばかりのダンスを披露
した。会場内は大きな拍手と「なかなか様に
なってる！」の掛け声に包まれた。最後に恒例
の各科別記念写真撮影、そして各母校の校
歌と「さぁ、手を振ろう」を大熱唱し、万歳三唱
とクラッカーを鳴らして再会を誓いあった。

出席会員：２７人　　開催日：１１月１３日（金）
会場：都ホテルニューアルカイック

音楽の宴第三弾「フラダンサーがやってくる」

松永 𠮷市（摂大Ｍ５５）

出席会員：３５人　　開催日：１１月２０日（金）
会場：ホテルプリムローズ大阪

新しく船出して３年目の今回は、近畿地方
整備局の現役とＯＢ合わせて３５人が参加。
総会では、活動報告や予算・事業計画など
について審議、了承された。懇親会は、３人
の工大教授を含め１１人のご来賓をお招き
し、盛大に開催された。会長のあいさつの
後、近畿地整・小林企画部長、栗田学園コ
ミュニケーション・フェロー、廣嶋校友会組
織副部長からそれぞれご祝辞をいただき、
工大土木会・嵩原会長の乾杯の音頭で開
宴。最後は恒例となった万歳ウエーブで交
流の輪を築き、次回の再会を誓った。

恒例の万歳ウエーブで交流の輪！

田口 定一（短大Ｃ４８）

近畿工大会

大成城北会 尼崎

１年があっという間に過ぎ、例年通りの１１月
に総会を開催した。４月に就任した加藤新
支部長のあいさつで始まり、前田氏の乾杯
の音頭で開宴。来賓の久禮学園理事長、
内山校友会長からは、学園の梅田キャンパ
スや校友会の動きについてうかがった。毎
年のように初参加者が１割ほどを占め、新た
な出会いや懐かしく談笑する光景が見ら
れ、会場の雰囲気を大いに盛り上げてくれ
た。初参加者の中から数人に万歳三唱をお
願いし、全員が大きな声で唱和して、盛会の
うちに幕を閉じた。

出席会員：７３人　　開催日：１１月１３日（金）
会場：ルミエール華月殿

初参加が1割で新たな出会いの場に

山田 能照（工大Ｃ５０）

和歌山県



校友タイムス Vol.437 January 2016校友タイムス Vol.437 January 2016

3132

録
名
芳
者
力
協
ご
金
助
賛

録
名
芳
者
力
協
ご
金
助
賛

900人を超える校友の皆様にご協力をいただいています。多数の方から複
数回にわたるご支援のほか、支部からのご協力もあり、感謝に堪えません。誠にありがとうございます。ご協力いただきました賛助金は学園の創立100周年に向けた積
立金や支部活動活性化のための事業などに充当させていただきます。引き続きのご協力をお願いいたします。

して掲載しています。

掲載要領 ●ご芳名は敬称略とし、各金額区分毎に50音順掲載。　●掲載は、枠内左からご芳名、今回までの賛助金の累計金額の順。

賛助金大阪工業大学学園校友会 ご協力に感謝申し上げますご協力者芳名録

賛助金ご協力者ご芳名

氏名 累計金額

50万円

勝又 國雄 150万円

10万円

生原 洋一 20万5000円

内山 喬之 34万円

篠田 幸男

村田 貢 24万5000円

5万円

佐々木 厚根 36万1000円

三谷 純弘 9万円

山本 正人 9万円

4万2000円

東野 寛 11万4500円

4万円

玉置 泰久 10万5000円

3万円

木野 裕史

手嶋 寛 7万2000円

前田 茂夫 6万9500円

2万5000円

神戸川 昌司 7万7500円

2万円

井実 正雄 5万円

占部 訓寛 4万円

大出 實 5万9500円

岡野 三郎

越智 文篤 6万円

川村 和夫

菅 哲敬 9万円

北村 智二郎

具志堅 用信 2万6000円

黒田 征四郎 9万円

島田 佳春 2万5000円

庄司 正臣 27万8400円

出口 亀彦 5万円

豊田 孝博

長島 寛 11万5000円

二ノ丸 吉武

萩原 健久 3万2000円

濱田 幸信 3万2000円

原山 坦 4万円

肥田野 隆也 2万9000円

水岡 慶貴 3万5000円

溝口 浩 12万6000円

山内 正晴 6万円

山川 博司 11万2000円

米岡 志朗 4万4000円

1万4000円

内田 健一 4万円

鎌倉 吉郎 2万8000円

玉田 成男 3万円

津田 政司 1万6000円

日  秀行 2万4000円

北條 勝彦 3万4000円

米澤 正昭 2万3000円

1万3000円

井上 好司 2万7000円

1万2004円

吉田 等 2万3004円

1万2000円

厚地 俊男 5万2000円

和泉 雅二 1万8000円

黒井 祥夫 3万円

古林 敏郎 1万7000円

佐野 信一 2万7000円

平井 勇

星野 章作 2万6000円

梁川 幸作

吉田 明 3万円

1万円

浅井 貞一

安達 鐵夫

嵐 員章

池上 春雄 1万4000円

池田 隆治 1万6000円

石井 惣吉 3万円

石垣 英明 2万6000円

石崎 修 2万9000円

礒野 幸夫 2万円

乾 三治 1万2000円

猪原 輝夫 1万6000円

上田 兼司

梅本 隆茂

越前屋 棟 13万円

延 秀恵 3万円

大西 茂義 3万円

岡元 道幸

越智 幸次

梶谷 昌樹 2万2000円

柏木 信治 1万8000円

月山 貞利

加藤 幸藏 1万2000円

鐘ヶ江 明男 2万6000円

金松 孝雄 4万5000円

河合 高光

河野 政治 1万4000円

北下 武治

北村 信宏 1万2000円

木村 行成

木村 芳正 1万5000円

楠田 敬

國枝 宏 2万円

五藤 民雄

小西 伸幸

小林 和雄 2万2000円

小村 一重 1万2000円

坂 直弘

紫竹 三樹男 7万円

篠崎 友一

島 匡男 1万7500円

清水 三四郎 4万円

清水 吉忠 6万2000円

杉村 允生 5万1000円

鈴木 基正 6万1000円

砂川 輝幸

角田 憲史

住吉 楢広 2万8000円

田口 定一

竹内 幹郎 2万4000円

田中 五雄 2万2000円

田中 健市

谷口 正德

谷脇 富男

丹後 邦臣

辻 修治

辻 次朗

辻 博司 1万9000円

土戸 隆

堤 孝信

津村 裕史 1万8000円

鶴岡 勝 1万2000円

寺浦 格 2万円

永坂 基次

中山 哲夫 4万円

西下 進

根来 道徳

野田 裕三 1万2000円

橋本 信昭 1万4000円

花田 隆雄

林 保 2万4000円

東野 安隆

日下山 隆利

平尾 實 4万4000円

平田 仁

平原 明弘

福田 正美 2万円

藤原 長彦 5万4000円

古野 有宏 4万円

松山 要 1万6000円

眞野 康彦 17万2000円

丸岡 伝三 1万7000円

南 重広

村本 昌亮 2万2000円

森田 桓次 1万7000円

籔本 俊作

山口 博之

山田 金孝 1万2000円

山田 賀昭

山本 巖

山本 潤平 2万4000円

山本 正三

横手 晋一郎 3万6000円

吉澤 武洋 3万2500円

吉田 勝也

吉田 達雄 3万6500円

葭田 衛

吉田 実 2万2000円

四元 祥喜

8000円

稲垣 幸雄 1万6000円

奥田 進一 1万円

糟谷 浩造 3万円

門脇 享一 2万7500円

中村 一彦

廣嶋 耕一 2万4000円

山岡 昭雄 1万2000円

7000円

上田 義雄 9000円

6000円

伊木 晃 1万6000円

上野 正和

岡村 利樹

奥野 喜與久 2万7000円

越智 繁彬 8000円

加藤 卓 1万8000円

川畑 泰久 2万1000円

菊池 雅史

北羅 映

教誓 紀幸 1万4000円

後藤 健夫 1万6000円

神保 義一

角野 寛 2万円

髙橋 誠彦 2万2000円

田中 那華男 1万2000円

谷垣 豊

長田 康弘 1万8000円

中間 紀年 1万4000円

中前 匡勝 4万7000円

西岳 勝之

西村 康文 1万9000円

林 和夫

平谷 千尋 8000円

牧野 安男 4万2000円

水野 秀樹 3万円

5000円

樫山 普洋

岸川 隆映 5万7500円

古池 大作 1万5000円

小山 富夫 1万1000円

1万5000円

田中 敏夫

中井 誼

原田 英俊

1万1000円

堀田 淳 1万9000円

増田 喬

米田 忠義 2万円

4000円

青木 毅 1万円

赤阪 光祥 1万5000円

新井 誠 1万2000円

荒久田 正義

池田 忠史 1万6000円

池田 雅彦 1万円

石田 健二 1万円

石田 幸治郎 1万5000円

石田 雅之

稲垣 武哉 6000円

井上 和則 6000円

今井 斉浩 6000円

上田 良和 8000円

上宮 清明 2万4000円

臼井 理

梅津 国雄 1万1000円

榎本 正治 1万8000円

岡野 則夫 1万1000円

小田 亀次郎 1万2000円

越智 明幸 8000円

勝目 健一郎

勝山 正嗣 1万4000円

葛城 武則

川上 眞祐 1万2000円

北 秀隆 6000円

久保 昭裕 1万5000円

雲井 寿一

小泉 博 3万2000円

小林 浩三

小林 勉 1万円

小道 和則 8000円

酒井 泰生 6000円

坂元 孝徳 1万円

坂本 勝 

重松 真悟 6000円

杉本 正行 6000円

曽和 照之 1万円

田替藤 尊雄

1万6000円

髙橋 宣典

蓼沼 雄一郎 1万円

田中 節次 2万500円

田村 豊一

為國 朝雄

為近 哲二郎 8000円

塚野 定

土肥 照 8000円

鳥居 正毅 8000円

西口 幸男 8000円

八田 憲児

花本 定

浜中 勇

原水 宏一

平野 勝三 3万4000円

廣瀬 正樹 6000円

福田 五郎

藤 憲二 8000円

藤井 中

藤木 邦雄

藤野 和幸 1万2000円

藤本 一隆 6000円

古川 元 8000円

堀井 良一 6000円

松浦 茂光 6000円

真鍋 一之 1万円

豆成 勝博 8000円

南出 大介 1万円

村瀬 浩三 1万4000円

元川 剛蔵 1万円

安松 久雄

矢田 武博 3万9000円

山口 忠夫 1万1000円

山根 俊滋

山本 富造 1万6000円

山本 政幸

横田 誠治

吉川 實

3000円

小松 俊雄 1万1000円

西川 一清 9000円

古川 忠彦

2000円

赤井 佑爾 8000円

秋川 昭美 1万円

秋津 忠 4000円

秋山 健二

安藤 義雄 4000円

飯田 励 6000円

幾田 克己

石川 功 4000円

石川 輝海

石田 馨 4000円

石地 収 6000円

石橋 律雄 1万4000円

石原 薫 4000円

石本 裕

石和 祐治 4000円

稲葉 忠一 8000円

植田 泰史

宇津原 好章 4000円

浦嶋 壽一

瓜生 雅勝 7000円

江草 康吉 6000円

榎本 進明 4000円

生地 礼三 6000円

大内 嘉晴

大海 一雄 4000円

扇谷 隆志 1万円

大越 泰 6000円

太田 敏彦 1万3000円

太田 正男 2万2000円

大竹 吼一

大坪 進

大橋 一郎

小川 哲生

奥田 辰雄

奥田 日出男 6000円

奥田 幸男 1万2000円

奥村 悠

小倉 敏史 1万2500円

尾西 興治

小野 逸 6000円

角井 幸聖

加藤 喜美雄

加藤 幸男 4000円

樺木 翔大

鎌田 栄一郎 1万3000円

蒲地 三郎 6000円

神尾 洋一 1万1500円

亀井 須実雄

川崎 弘

川島 利昭 6000円

川本 節男 7000円

上林 彰夫 4000円

北出 允洋

北野 昭 4000円

北村 浩一 6000円

北村 文男

北脇 志郎 4000円

木村 洋

清岡 臣夫 1万2000円

日下部 博之

葛原 和昭

楠山 邦治 2万円

久保 純三 4000円

久保 信道

久保田 忠志 1万4000円

久保田 朋幸 8000円

栗野 勝義

栗山 納 1万円

黒住 隆 1万3000円

桑原 隆 7500円

河本 弘

香良 光雄 4000円

興梠 年男

後藤 城一 2万2000円

小中 一寿

木庭 幸彦

小林 聰 1万2000円

小林 昭之 2万8500円

小林 文博

小森 直樹 1万3000円

雑賀 航二

齊藤 晃 3万7000円

嵯峨 憲治 5万4000円

酒井 武 4000円

境田 格 4000円

阪口 達夫 4000円

坂元 忠郎

坂本 勉

佐島 修 4000円

佐竹 鐵也 4000円

佐藤 貴嗣

佐藤 博

澤 秀昭

沢辺 三郎

地神 義幸

重本 宏明

篠原 徹 8000円

篠原 豊 8000円

柴田 辰夫 1万円

柴田 憲利

清水 洋一郎 6000円

清水 芳一

下西 康夫 4000円

霜野 美沙子

小路 雅彦

正藤 澄雄 3万9000円

白石 重次 2万3500円

杉田 吉紀 6000円

瀬岡 武司

瀬川 和義 1万円

田井 芳洋 8000円

髙雄 修二 8000円

髙尾 隆 4000円

田頭 明 4000円

髙野 耕一

高橋 恒晴 2万円

高橋 伸夫

高畑 憲治 4000円

竹内 徹 1万円

竹内 博和

竹内 宏行

武田 哲史

多々見 正則

巽 一男

楯 一平 1万円

田中 貞博 1万2000円

田中 久雄

谷口 兼一

谷口 勤 1万円

千葉 俊治 4000円

塚本 富美雄

堤 健一 6000円

椿井 一男

壷内 清治

釣 惇爾 6000円

出口 範佳 4000円

東條 宏明

堂脇 三郎 4000円

時田 繁 8000円

土手下 正明

冨澤 利雄 8000円

長井 素 4000円

中尾 寛 4000円

中島 工 4000円

中嶋 善夫 8000円

中園 大三郎 4000円

永田 直市

中出 和人 6000円

中西 勲 6000円

中南 韶正

名越 優二

名手 聡 1万1000円

西尾 英夫 1万円

西岡 政彦 4000円

西崎 綸

西澤 忠城 1万2000円

西田 健 4000円

西村 調 3万7000円

西脇 悟 4000円

野口 泰一郎 2万円

萩岡 勲

橋本 善房

長谷川 正晴

羽田 啓三 7000円

秦 正信 4000円

羽生 宏

馬場 秀法 6000円

濵田 清治 4万4000円

濱脇 尋司 8000円

原 弘明 8000円

原 昌孝 8000円

原 靖博 9000円

疋田 喜智男

樋口 義雄 4000円

日高 芳雄

日永 勝一

氷室 誠 4000円

平井 薫

平田 實雄

廣瀬 昇

深見 一郎 9000円

吹上 則浩

福島 武

福田 益久 7000円

藤井 拓夫 4000円

藤田 隆史

藤田 卓也 4000円

藤田 正彦

藤山 武史 4000円

藤原 和俊

別所 晃

星原 良信 4000円

細田 神一 4000円

細谷 克也

細見 博

前原 久夫 4000円

牧原 信行 4000円

牧山 クリストス

増田 耕造 4000円

松崎 恭三

松下 富信

松田 經男

松田 信雄 4000円

松田 眞

松本 建夫 8000円

松本 寿哲 1万6000円

三垣 利明 1万1000円

三木 鐵之

水田 浩

水谷 光 6000円

溝渕 匠

三橋 春夫 4000円

味波 亨 5000円

宮廻 益穂 4000円

宮本 貞行

三好 弘通

武藤 満次 1万円

村上 榮一 1万2000円

村上 修

村上 修

村上 俊文 1万円

村上 安弘 6000円

元岡 義夫

森 清司 6000円

森 順一朗 1万円

森 豊

森本 勝

矢倉 吉信 4000円

矢立 僑 1万2000円

柳瀬 昭彦 4000円

矢野 雄史

山口 慶太郎 1万円

山口 信雄 4000円

山口 裕章 4000円

山口 悦孝 1万4000円

山下 安夫 6000円

山田 容範

山本 弘一 4000円

山元 博

山本 保男 6000円

山脇 俊二 1万2000円

由里 昌人

横田 達雄

横田 芳造 4000円

吉岡 正位 6000円

吉田 博

吉永 韃實

吉野 勝久 4000円

四元 一彰 6000円

若月 富男

渡辺 和義 8000円

渡邉 圭史

渡辺 武夫

渡辺 忠昭

椀田 勲

ご芳名のみ

赤井 達治 浅井 敏夫

阿戸 元宏 天毎木 孝利

荒木 義人 粟井 知良

生嶋 一男 池上 竜二

池田 友活 生駒 雅一

石井 具申 石川 哲夫

石田 武勝 石田 充朗

石田 行雄 石山 啓介

井出 敏彦 井上 和宣

井上 壽明 今村 正弘

岩浅 紀久 岩尾 昭治

岩田 博 岩村 隆

院田 吉雄 印藤 與作

宇野 隆雄 梅津 正

梅原 楠生 榎本 殖次

大井 晋 大久保 幸彦

大島 英二 大西 正明

大平 英貴 緒方 正美

岡野 光成 岡野 義雄

小川 誠 小川 正義

小田 佳夫 小野 公一

恩田 惠 柿原 由典

掛之内 一宏 笠井 一夫

角 千尋 加藤 嘉昌

神内 重明 神谷 浩

亀田 靖人 仮屋 茂

川井田 幸一 川口 智就

川崎 哲弘 河原 喬

川俣 和太 川村 坦正

木坂 方彦 岸人 稔

来田 慎輔 北尾 義郎

北平 京治 北村 徳三 

木村 茂 京泉 睦彦

九鬼 章郎 楠 輝雄

工藤 道人 熊田 益雄

倉岡 春男 栗田 肇

高水間 一隆 古賀 義徳

小崎 敏弘 小髙 昌彰

近藤 俊夫 西郷 儿之

佐浦 正幸 佐伯 基幸

坂口 実 迫井 圭二

佐光 康彦 佐々木 英二

笹部 遥人 佐竹 朗裕

三條場 光彦 塩田 眞弘

志賀 守久 嶋田 成宏

嶋田 昌功 島田 善久

清水 弘之 薄 司郎

須田 藤一 平 豊重

髙橋 俊二 竹村 浩太郎

竹村 繁喜 田代 清

立尾 正義 田中 一行

田中 邦昭 田中 明子

田中 裕治 谷岡 俊幸

谷水 謙汰 谷本 勉

玉井 朗 田里 正治

近澤 隆治 辻 久美穂

角山 勇夫 鶴保 謙四郎

出崎 仙三 寺岡 清澄

富松 沙貴 仲 猛

中 恒美 中内 康男

長尾 元嗣 中垣 雅弘

中川 真一 中瀬 博夫

中田 秀夫 長田 斉

永田 昌宏 中富 美津男

中西 稔 中村 怜次

長安 隆雄 永易 幹功

中山 和久 中山 裕

縄田 篤一 難波 信雄

西川 亘 西澤 昭三

西村 和真 西村 城志

野口 好明 野村 俊雄

灰谷 隅夫 橋上 健太郎

橋田 身根男 長谷川 博

畑 正治 畠中 繁

八田 勝巳 浜田 壮太

濱田 守弘 浜田 淑生

林 哲平 樋口 吾一

久木 幸雄 平岡 秀文

平野 英臣 廣兼 三四郎

福田 稔也 福間 博彦

福本 悧明 藤井 保親

藤川 貴史 藤田 祐司

藤原 次男 藤吉 俊太郎

渕脇 耕志 舟越 明夫

古川 平二 古澤 敏満

細田 満寿雄 前田 浩一

槇原 一樹 真砂 允二

松浦 充伸 松尾 嘉伸

松下 巧 松本 光司

松本 二郎 松本 正則

真辺 敬 真鍋 浩幸

南 誠二 宮川 俊晴

宮田 勝康 向井 淳

村中 駿也 森 謙孜

森 保 森 正博

森岡 運繁 森田 祥太

森谷 崇 柳澤 徳仁

柳原 欣一 山上 雄平

山下 弘 山田 忠治

山田 正利 山本 英男

山本 雅一 柚木 一男

吉田 成夫 吉村 邦彦

吉村 譲 米田 雄

渡邉 高秀

匿　名

169件 63万5000円

支部・団体

尼崎支部 3万円

堺城北会支部 6万円
16万円（累計）

島根県支部 3万円
9万円（累計）

豊中支部 2万円
6万円（累計）

長崎県支部 3万円

東大阪支部 3万円
7万6000円（累計）

府窓会支部 1万9870円
3万9870円（累計）

北海道支部 2万円

守口門真支部 5万2000円
7万8000円（累計）

工大土木卒
有志 2万円

広島安芸支
部有志7名 1万4000円
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青年部副部長の前田誠治です。
支部青年層との交流を深めようと
屋形船クルーズを初企画。

陸上とはひと味違って、一致団結した
雰囲気の中、川沿いの夜景をバックに

青年部に対する熱い思いや
意気込みなど話が盛り上がりました。

こんにちは、青年部長の田村清司です。
昨年も、皆さんのご協力により、青年部主催のイベントを盛大に開催することができました。

多数のご参加ありがとうございました。母校への熱い思いをお持ちの皆さんの交流の場となるような企画や、
ご家族で楽しんでいただける気軽な催しなどを今年も計画していますので、ぜひご参加ください。
また、我々青年部の仲間になって、一緒にイベントの企画をしていただける方も募集中です！！

大阪工業大学学園校友会青年部

9 19

青年部

青年部副部長の面谷和範です。
各支部青年部の皆さん、本部青年部活動にぜひご参加ください。
支部の懇親会などの行事にも、呼んでいただければ駆けつけます！

共同イベントのご提案も受け付けていますので、ご連絡お待ちしています。

地引網＆
バーベキュー

泉南市 岡田浦漁港  参加人数：約８０人

南河内支部の道本克秀です。
３世代でのご参加もあり家族連れに大人気。
多彩なメニューのバーベキューに加え、かき氷や

泉州支部から差し入れのすいかもあり
みんなお腹いっぱい。地引網で引き上げた
新鮮な魚は “ お魚クイズ ”でプレゼント。

みなとこうべ
海上花火・鑑賞会

神戸商工貿易センタービル２６Ｆ  参加人数：約７０人

堺支部の東野 寛です。
ビルの最上階、真正面での

花火鑑賞は圧巻！贅沢！！大迫力！！！
ご案内直後に定員いっぱいとなる人気ぶりでした。

工大マンドリン部の演奏に暑さも忘れ
素敵な夜を過ごしていただきました。

（土）

京阪神支部青年層・交流会
（屋形船貸切クルーズ）

大川・八軒家浜　参加人数：２１人

イベント報告

はら       ひろ ゆき

原　博之 氏

瑞宝中綬章

建設行政に長年携わってき
ましたが、この度の受章は家
族、親、兄弟の支えはもとよ
り、先輩、同僚、後輩、関係

者など多くの皆様方のご指導、ご支援の賜であ
り、皆様と一緒にいただいたものと深く感謝いたし
ております。

【経歴】昭和４２年大阪工大建築学科卒。同４３
年建設省入省。近畿地方建設局営繕部長、建
設大臣官房官庁営繕部営繕計画課長、官房審
議官を歴任。平成９年退官後（財）建築保全セン
ター専務理事、清水建設㈱常務執行役員を経て
同１４年退職。

み  たに  こういち

三谷 浩一 氏
阪神・淡路大震災では全国
津々浦々から駆けつけた多
くの同胞に助けていただい
たこと、またこの度の栄えあ

る受章は皆様のご支援、ご指導の賜と深く感謝
しております。今後は会社・社会の防火防災、また
防災福祉コミュニティー・青少年育成協議会・まち
づくり協議会の役員・保護司として、地域のため
にも益々尽力して参る所存です。

【経歴】昭和４６年大阪工大応用化学科卒。同年
神戸市消防局拝命。退職まで予防課はじめ１５所
属を経験。同５２年から８年間教官として神戸市
消防学校勤務。予防査察担当主幹、兵庫消防
署副署長を経て退職。神戸市長表彰、兵庫県知
事表彰、消防庁長官表彰受章。

おかむら 　まさる

岡村　勝 氏

【経歴】昭和３８年大阪工大高校電気科卒。
元 大阪府警部。

 かたやま　てるき

片山 照喜 氏
この度の受章に際し、皆様
からご祝辞をいただきました
こと、厚くお礼申し上げます。
この受章を機に、この栄誉に

恥じぬよう、これまで以上に消防団活動に精一杯
まい進するとともに、地域の発展のためにも精進し
て参る所存です。

【経歴】昭和４６年大阪工業高等専門学校電気

あかつか　みつお

赤塚 三夫 氏
主に庁舎建設および消防情
報システムの開発などに従
事し、管理部門に移ってから
は地域の安心安全を支える

ために日々活動して参りました。特に母校を管轄
する旭消防署長時代の３年間、「安全を目指し
て」の題目で講義させていただいたことが良い思
い出となっています。母校の今後の発展を祈念し
ています。

【経歴】昭和５０年大阪工大電気工学科卒。同年
大阪市消防局奉職。平成１３年淀川消防署副署
長、その後旭消防署長、東住吉消防署長、此花消
防署長を歴任し、同２４年退職。

さか  もと　のぶひろ

阪本 信弘 氏
この度はからずも受章の栄
に浴しましたことは、ひとえに
多年に亘る先輩諸氏からい
ただいたご指導とご支援の

賜と深く感謝申し上げます。今後は健康に留意
し、いささかなりともご芳情に報いたいと存じます
ので、相変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げ
ます。

【経歴】昭和４８年大阪工大土木工学科卒。国土
交通省（旧建設省）近畿地方整備局河川部、河
川環境管理財団（現河川財団）などに勤務、現在
に至る。

はなおか　としゆき

花岡 俊行 氏
消防団活動３０有余年の社
会貢献の功労に対し、はか
らずも褒章受章の栄に浴し
ましたことは、ひとえに皆様の

温かいご指導、ご支援の賜と深く感謝申し上げま
す。今後はこの栄誉に恥じることのないよう、一層
精進して参る所存でございます。

おかもと　やすひろ

岡本 泰弘 氏
矯正業務功労により受章。

【経歴】昭和５０年大阪工大電気工学科卒。
元 法務事務官。

ふちがみ　のぶお

渕上 信生 氏
消防功労により受章。

【経歴】昭和４８年大阪工大短期大学部電気工学
科卒。同４６年神戸市消防局奉職、須磨消防署北
須磨出張所長などを歴任する。
元 神戸市消防司令長。

【経歴】昭和４８年大阪工大機械工学科卒。同５
６年御所市消防団入団。平成２０年日本消防協
会精績章、同２６年日本消防協会功績章、消防
庁長官表彰永年勤続功労章受章。現副団長。

瑞宝双光章

藍綬褒章

瑞宝単光章

藍綬褒章

瑞宝単光章

いし だ 　まさなお

石田 正直 氏
島根県の遅れた道路整備
をいかに円滑に進めるか、主
として道路行政に携わって
参りました。大阪工大の先

輩、後輩の皆様方のご支援のお蔭で、地方自治
功労に対する瑞宝双光章を拝受することができ
ましたこと、感謝いたします。母校と校友会のご発
展をお祈りします。

[経歴]昭和４２年大阪工大土木工学科卒。同年島
根県入庁。土木部道路建設課長、松江土木建築
事務所長、土木部次長を歴任、同技監で退職。（公
財）島根県建設技術センター理事長などを歴任。

瑞宝双光章

瑞宝双光章

叙勲・褒章受章者へ心よりお慶びを申し上げ、
各氏からのコメントと共にご紹介します
（判明分のみ順不同で掲載）

平成２７年春の叙勲・褒章

平成２７年秋の叙勲・褒章

第２４回危険業務従事者叙勲

第２５回危険業務従事者叙勲

青年部副部長の西野新治です。
お天気も良く、沢山のお客様で、
予定数は早々に売り切れ、

追加調達してなんと990本を完売！
嬉しい誤算でした。京阪神支部の青年部や

卒業生の方々、工大学生など
応援に駆けつけてくれた皆さんのおかげです。

ありがとうございました。

10
24・25 城北祭・焼きとうもろこし

屋台出店（土）・（日） 工大・大宮キャンパス
警察功労により受章。

工学科卒。同年阪急電業（株）入社。平成１３年
片山電気工事（株）入社、同２２年退社。昭和５８
年池田市消防団入団。平成２１年大阪府知事表
彰消防勤続功労章、同２６年日本消防協会長表
彰勤続章、総務省消防庁長官表彰永年勤続功
労章受章。



高専会
５０周年記念総会【ご案内】
（大阪工業高等専門学校高専会）

本号の表紙は、昨年11月に着任された大阪
工大の西村新学長です。初めての工大OBの学

長であり、誠に画期的なことで、校友の期待も大きく膨らんでいます。
前号で校友タイムスに関する調査ハガキを同封し、ご回答をお願いしまし
た。その結果も踏まえて校友タイムス検討委員会で協議を重ね、編集方針
の見直しを行いました。学生・生徒を輩出中の学校別校友会の記事のさら
なる充実、名刺広告ページの整理・削減などの方針のもとに「読みたくなる
校友タイムス」を目標に編集しました。

　摂南高等工業学
校出身の日本画家、
故 岡橋萬帆氏のご
子息である岡橋正義
氏と、同氏と古くから
交流のあった根来譲
二氏（短大A45）から
萬帆氏の絵画寄贈
に関する申し出があ

り、大阪工業大学では絵画３点の受け入れを行いました。平成27
年9月29日には学長室で贈呈式が行われ、井上学長（当時）より岡
橋氏へ感謝状が手渡されました。作品は最大で横幅約1.7メートルの
ものなど大作ばかりで、「灕江朝陽」は学長室、「宋我川懐古」は学長
会議室にそれぞれ設置され、海外からの来客の目にも日本画の美し
さを伝えられるよう配慮さ
れたほか、「斑鳩の塔韻」
（右写真）は学生が間近
で作品を鑑賞できるよう、
図書館の画廊に設置さ
れました。

　常翔学園中学校・高等学校の北館低層部分の屋上に、平成27
年3月13日「内庭グラウンド」が竣工しました。
　約3,000平方メートルのグラウンドには人工芝が敷かれ、バスケット
ボールコート２面、バレーボールコート１面、バレーボール兼テニスコー
ト２面のほか、砂場や走路などを備え陸上競技にも対応しています。ま
たナイター照明7基が設置され、夜間の使用も可能となっています。
放送設備も完備し、体育関係の
利用以外にも全校集会を行うな
ど幅広い用途で使われています。
なお、このグラウンドは淀川の
スーパー堤防上にあり、地震や
洪水にも強い施設です。

待望の内庭グラウンドが竣工

常翔学園中学校・高等学校 大阪工業大学

編  集  後  記

日　時：平成２８年１月３０日（土） 総会18：00～ 懇親会18：30～
会　場：ホテル阪神　☎０６-６３４４-１６６１（ＪＲ大阪環状線「福島駅」すぐ）
会　費：6,000円
申　込：学園校友会事務局 ☎０６-６９５５-６６６２（担当：北川）

著者：坂本 重泰
       （工大E３９）
発行：Springer, UK

著者：中橋 文夫
       （短大Ａ５０）
発行：水曜社

『Beyond World-Class 
Productivity: Industrial 
Engineering Practice 
and Theory』

『わらじで舞踏会
～私がビジネスマンから
大学教授へ転身できた
理由（わけ）～』

『日本の回廊、
　  西洋の回廊
～美と祈りの空間～』

校友の出版物紹介

生産性マネジメントの技術・I n d u s t r i a l  
Engineeringの技術書。世界の企業での経営コンサ
ルタント約５０年の経験、その詳細を集大成した他に
例を見ない日本発信のユニークな実務的な技術書。

宗教伽藍の回廊をとりあげ、造形の美しさ、生
成の歴史を解説。魅力あふれる回廊空間とその
変遷を紐解くとともに、背景にある歴史とロマン
に秘められた壮大なまでの文化回廊にふれる。

自分らしい生き方を求めて、大学教授に転身！！
「わらじを履いた小僧が学の舞踏会で乱舞する
様子」だったという、著者の体験をまとめた“大
学教授を目指す人”に必ず役立つ実践録。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大阪工業大学学園校友会 会報・校友タイムス　平成28年1月1日発行（通巻第437号）印刷　株式会社 廣済堂

ご住所を変更された場合や、本誌送付時の宛名などの変更、また、本誌
の送付を今後希望されない場合には、お手数をおかけしますが、事務局
までご連絡ください。

学園校友会事務局［窓口対応時間：月～金の9:00～17:00］
〒535-0003 大阪市旭区中宮5-16-29 学園・大宮西校地 本部棟2階
TEL：06-6955-6662　FAX：06-6955-1412 E-mail：office@oitaa.com 

「絆」を大切にするため、住所の変更時にはご連絡ください

生徒たちにとって待望の竣工となった

グラウンドは北館低層棟の屋上に位置する

（広報渉外部長　宇井 徹雄）

岡橋萬帆氏の絵画を寄贈いただく

り こう ちょうよう そ  が がわ 

いかるが とういん

著者：峰岸 
       （工大Ａ４３）
発行：鹿島出版会

井上学長（当時）より感謝状を受ける岡橋正義氏

寄贈された作品はこれから多くの人の目に触れる

かい こ

学校法人常翔学園
大阪工業大学学園校友会 会報
平成28年1月1日発行
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学校別校友会の活動
支部だより「北から南から」
賛助金ご協力者芳名録
叙勲・褒章受章者の紹介
青年部イベント報告
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